
【巻頭】御嵩町の中山道が秋にも国の史跡に！
○一緒に地域づくりを！（P4）
○「ふるさとみたけ応援寄附金」（P6）
○行政懇談会をおこないました　～ 254 名が参加～（P9）
○保健センターだより（P27） 　○町長月記（P31） 

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 
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平成 28 年

写
真
：
　「
ぼ
く
の
お
願
い
か
な
え
て
ね
」

　
短
冊
を
さ
さ
に
飾
り
付
け

8 月 6日は、よってりゃあみたけ　夢いろ街道宿場まつり開催！
　　みんなで楽しもう！



御
嵩
町
の
「
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
」
が

秋
に
も
国
の
史
跡
に
！

  

江え

ど戸
時じ
だ
い代

の
主
要
街
道

　

江
戸
時
代
、現
在
の
御
嵩
町
に
は
江
戸（
東

京
）
と
京
都
の
あ
い
だ
を
結
ぶ
主
要
街
道
と

し
て
、「
中
山
道
」が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、「
五ご

街か
い
ど
う道
」
と
呼
ば
れ
る
５
つ

の
大
き
な
街
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、「
中

山
道
」
は
「
東と

う
か
い
ど
う

海
道
」
と
並
ぶ
２
大
街
道
で

し
た
。

　
「
中
山
道
」
は
、
全
長
約
１
３
２
里り

（
約

５
２
８
㎞
）
ほ
ど
あ
り
、
街
道
沿
い
に
は
67

の
宿し

ゅ
く
ば場

が
設
け
ら
れ
、
人
々
は
街
道
や
街
道

沿
い
に
設
け
ら
れ
た
宿
場
を
利
用
し
て
目
的

地
へ
と
向
か
い
、
ま
た
情
報
や
文
化
も
こ
う

し
た
街
道
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

（
①　

街
道
図
）

　

御
嵩
町
内
に
残
る
「
中
山
道
」

　

慶
け
い
ち
ょ
う長

5
年
（
１
６
０
０
）、
天て

ん
か下

分
け
目

の
戦
と
い
わ
れ
る
「
関せ

き
が
は
ら

ヶ
原
の
戦
い
」
に

勝
利
し
た
徳と

く
が
わ川
家い

え
や
す康
は
、
い
ち
早
く
街
道

の
整
備
に
着
手
し
、
２
年
後
の
慶
長
７
年

（
１
６
０
２
）
に
は
、
す
で
に
現
在
の
御
嵩

町
に
、
江
戸
か
ら
数
え
て
49
番
目
の
宿
場
で

あ
る
「
御み

た
け嶽
宿じ

ゅ
く」
を
整
備
し
た
と
い
う
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、
４
０
０
年
以

上
に
わ
た
り
「
中
山
道
」
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
密
着
し
た
重
要
な
「
道
」
で
し
た
。　

　

現
在
の
御
嵩
町
内
の
状
況
を
み
る
と
、
江

戸
か
ら
50
番
目
の
宿
場
に
あ
た
る
「
伏ふ

し
み見

宿じ
ゅ
く（
現
在
の
伏
見
公
民
館
あ
た
り
か
ら
西
の

国
道
21
号
線
沿
い
）」
周
辺
に
は
、
当
時
の

面お
も
か
げ影

を
伝
え
る
建
物
な
ど
が
い
く
つ
か
残
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
以
降
、「
中
山

道
」
は
そ
の
ま
ま
国
道
に
利
用
さ
れ
る
な
ど

し
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
に
当
時
の
情
景
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
名
鉄
「
御
嵩
駅
」
か
ら
東

に
あ
る
「
御
嶽
宿
」
周
辺
で
は
、
本ほ

ん
じ
ん陣
や

商し
ょ
う
か家
竹た

け
や屋
な
ど
、
こ
ち
ら
も
所
々
に
当
時
の

風
情
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
上
之
郷
地
区

へ
と
続
く
「
中
山
道
」
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、

西さ
い
と洞

地
区
に
あ
る
「
牛う

し

の
鼻は

な
か欠

け
坂
」
や
、

謡う
と
う
ざ
か坂

地
区
に
あ
る
「
謡

う
と
う
ざ
か坂

石い
し
だ
た
み

畳
」
の
ほ
か
、

「
一ひ

と
の
み呑

の
清し

み
ず水

」
や
「
御ご

て
ん
ば

殿
場
」
な
ど
と
い

っ
た
、
当
時
の
「
中
山
道
」
の
よ
う
す
を
伝

え
る
情
景
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
②　

中
山
道
「
御
嶽
宿
」）

（
③　

牛
の
鼻
欠
け
坂
）

（①　街道図）

（② 宿場町の風情が残る中山道「御嶽宿」）

大
湫

細
久
手

御
嶽

伏
見

太
田鵜

沼
加
納

大
井

中
津
川

馬
籠

妻
籠

野
尻

須
原
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生涯学習課文化振興係（☎　67-7500）

  

「
歴
史
の
道
」
が
よ
み
が
え
る

　

御
嵩
町
で
は
、
こ
う
し
た
貴
重
な
歴
史
街

道
を
整
備
保
存
す
る
た
め
、
平
成
９
年
度
か

ら
平
成
17
年
度
の
９
年
間
に
わ
た
り
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
「
歴
史
の
道

整
備
活
用
推
進
事
業
」
と
し
て
「
中
山
道
」

の
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

御
嵩
町
西
洞
か
ら
謡
坂
、
津
橋
、
そ
し
て

瑞
浪
市
境
に
至
る
ま
で
の
約
3.2
㎞
を
整
備
区

に
指
定
し
、
道
の
修
復
や
水
路
や
法
面
の
修

復
、石
畳
の
整
備
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
財
「
中
山
道
」
と
し
て
の
保

存
整
備
を
重
視
し
な
が
ら
、
生
活
道
路
と
し

て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
文
化
庁
や
岐
阜
県

と
も
協
議
を
重
ね
、
歴
史
の
道
「
中
山
道
」

と
し
て
当
時
の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

事
業
に
要
し
た
費
用
は
総
額
で

1
億
７
、７
０
０
万
円
（
う
ち
6
割
が
国
・

県
の
補
助
）
で
す
。

「
中
山
道
」
の
史
跡
指
定
に
向
け
て
…

　

国
の
文
化
審
議
会
（
6
月
17
日
開
催
）
は
、

こ
の
た
び
御
嵩
町
内
約
3.6
㎞
の
「
中
山
道
」

を
国
史
跡
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
長
野
県
長な

が
わ
ま
ち

和
町
、
同
県

南な

ぎ

そ
木
曽
町
、
岐
阜
県
中な

か
つ
が
わ

津
川
市
に
続
い
て
、

「
中
山
道
」
と
し
て
は
4
番
目
の
国
史
跡
と

し
て
、
御
嵩
町
域
の
「
中
山
道
」
が
追
加
指

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

区
間
と
し
て
は
、
当
時
の
風
情
が
色
濃
く

残
る
上
之
郷
地
区
の
「
牛
の
鼻
欠
け
坂
」「
謡

坂
石
畳
」（
④ 

謡
坂
石
畳
）
の
ほ
か
、
謡
坂

～
津
橋
地
区
の
中
山
道
区
間
で
す
。（
⑤ 

指

定
範
囲
図
）

　

指
定
の
時
期
と
し
て
は
、
10
月
ご
ろ
に
な

る
予
定
で
す
。

  

あ
な
た
も
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ま
で
「
歴
史
の
道
整
備
活
用
推
進
事

業
」
に
お
い
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
地
元
な
ら
び
に
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
中
山
道
」
は
、
御
嵩
町
の
大
切
な
歴
史

的
財
産
で
あ
り
、日
本
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
関
係
市
町
村
と
と
も
に
一
層
の

保
全
継
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
活
用
計
画

を
策
定
し
、
国
史
跡
の
名
に
恥
じ
な
い
保
存

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
史
跡
は
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
の
も
と
維
持
管
理
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
国
史
跡
「
中
山
道
」
と
し
て

（③�牛の鼻がすれて欠けるほどの急な上り坂だ
ったことでその名がついた牛の鼻欠け坂）

１
０
０
年
後
、
２
０
０
年
後
の
後
世
へ
と
受

け
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

11
月
に
は
「
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
往う

ぉ
ー
く来

」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
、

歴
史
の
道
「
中
山
道
」
を
散
策
し
て
み
ま
せ

ん
か
？（
⑥　

中
山
道
往
来
の
一
コ
マ
よ
り
）

■
問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

担
当
：
栗く

り
や
も
と

谷
本　

☎
６
７
‐
７
５
０
０

（④　当時の風情が残る謡坂石畳）

（⑥　�一呑の清水から　「中
なかせんどう

山道往
うぉーく

来」の
一コマより）

（⑤　指定範囲図）

津橋
謡坂・津橋地区

西洞地区

小原・謡坂地区

文化財の体系図

伝
統
的
建
造
物
群

有
形
文
化
財

民
俗
文
化
財

記
念
物

埋
蔵
文
化
財

無
形
文
化
財

（
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
）

（
美
術
工
芸
品
・
建
造
物
）

（
美
術
工
芸
品
・
建
造
物
）

（
遺
跡
…
史
跡　

／ 

名
勝
地
…
名
勝

　

動
物
・
植
物
・
地
質
鉱
物
…
天
然
記
念
物
）

（
演
劇
・
音
楽
・
工
芸
技
術
等
）

（
宿
場
町
・
城
下
町
な
ど
）

3 ほっと みたけ　2016.8



まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

　　

　町では、主体的に地域づくりをおこなう団体に対して、活動のための資金や施設を
整備する際の費用の一部を助成しています（御嵩町ふるさとふれあい振興基金活用）。
　今年度の助成事業では、活動部門 5 団体の助成が決定しました。

　　　　今回は、その団体の活動内容などを紹介します（順不同・敬称略）。

一緒に地域づくりを !!
　平成 28 年度　地域づくり活動助成事業の助成団体が決定

◇◆◇みなさんも、参加してみませんか◇◆◇

助成事業名 団体名 助成率 交付決定額

地域づくり活動助成事業
合計　878,000 円

① MKA12 愛好会 助成対象経費の 1/2 178,000 円

② 竹炭工房うとう坂 助成対象経費の 2/3 300,000 円

③ 御嵩町ヘボ愛好会 助成対象経費の 2/3 150,000 円

④ みたけ落語会 助成対象経費の 1/2 100,000 円

⑤ ふしみこども食堂 助成対象経費の 2/3 150,000 円

助成総額 878,000 円

※交付決定額は、事業内容の変更、事業実績に基づき、減額する場合があります。

② 竹炭工房うとう坂　◎活動テーマ：うとう坂里山コミュニティの活性化
【活動を立ち上げた経緯】
　御嵩には自然豊かな里山が多く残っています。
この恵まれた環境と古民家、休耕地を有効活用し、
一人でも多くの人々が自然に触れ合う機会を作り、
日本の原風景である里山と昔ながらの生活の知恵
を伝承したいと活動しています。

【活動内容】
　私たちは、町の里山を保全し、地域コミュニティを活性化するための
活動をしています。竹炭、キノコ栽培、自然農法の畑、田んぼでの作業
や味噌、しめ縄、門松、木の実のリース作りなどの各種体験イベントを
開催。中山道を歩く人々にお休み処や観光情報なども提供しています。
◆ホームページ：http://wa-no-kuni.com
◆ Facebook：http://www.facebook.com/wanokuni.nagoyaka 

◆代表者：安
あんどう

藤 俊
しゅんじ

二

◆会員数：16 名
◆会員募集：あり
※ 1 ～ 2 か月ごとにイベントを開催。
詳しくはお問い合わせください。

【活動を立ち上げた経緯】
　心と体に良いこと、楽しめること、人と会って話
をして、手指を使い脳トレをしたい！毎日優しい気
持ちで、笑顔で楽しく生きたい！そんな思いがたく
さんあって、じゃあ集まってみんなでやってみよ
う！と活動が始まりました。人と関わるなかで楽し
みが増えています。

【活動内容】
　12 ヶ月を通して、さまざまな活動をしています。季節に合わせ、和紙で
折り紙アートを作ることや、写経をして願興寺に納めることもしています。
　また、ティータイムを兼ねて音楽に親しむ歌ごえサークル、手芸をやっ
たりなど、みんなで一緒に楽しみながら活動をしています。

◆代表者：松
まつやま

山惠
え み こ

美子

◆会員数：15 名
◆会員募集：あり
※�折り紙アートは第 2 木曜日開催。

その他の講座も開催しています。

① MKA12 愛好会　◎�活動テーマ：�M
み ん な

inna で K
く ら し

urashi て A
あ そ ぼ う

sobou 会（12 か月のうちで）
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まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

　　

■問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：堀
ほ り え

江（内線 2228）

③ 御嵩町ヘボ愛好会　◎�活動テーマ：ヘボ（地蜂）を通して地域の活性化への貢献

【活動を立ち上げた経緯】
　近隣の市町村では、秋にヘボ祭りが開催
されています。御嵩町でも何とか開催した
いと思っていました。
　昨年、町制 60 周年の記念イベントで開催
したところ、大盛況で来年もぜひ実施して
欲しいとの声が多くあがったため、実施に向けて立ち上がりました。

【活動内容】
　私たちはヘボの魅力にとりつかれた変なオジサンたちです。ヘボを通
して地域活性化を図るため、ヘボの巣の移巣講習会、営巣状況の交流会
の実施、秋の里山ヘボ祭りの開催に取り組んでいます。また、地域のみ
なさんには、地元の野菜、キノコなど、みたけのうまいものの販売拡大
につなげたいと思っています。みなさんの参加をお待ちしています。

◆代表者：鍵
かぎやま

山　正
ただし

◆会員数：22 名　
◆会員募集：あり
※今年の秋の里山ヘボ祭りは
　10 月 30 日（日）開催決定！
　雨天決行　

　　 【活動を立ち上げた経緯】
　私たちは今年１月、御嵩公民館で、初の「新
春みたけ寄席」を有志実行委員会で開催しま
した。本当に多くのみなさんに喜んでいただ
き、次回開催を強く望む声も頂きました。今
後も本物の落語に触れ、町民が集い交流できる場を設けたいと「みたけ落
語会」を発足しました。

【活動内容】
　日本の伝統文化である落語を気軽に楽しんでいただけるよう、町内の古
民家や寺を利用したカフェや講座を計画しています。落語を話題に集い、
愛好の輪を広げ、楽しく交流を深めながら、落語家を招いて手作りの「み
たけ寄席」を、みなさんと一緒に盛り上げたいと思います。ぜひご参加く
ださい。

◆代表者：可
か に

児さとみ

◆会員数：10 名　
◆会員募集：あり
※落語カフェ in 伏見宿
　9 月 10 日（土）午後 1：00 ～
　参加費 500 円（要予約）

　　

⑤ ふしみこども食堂　◎�活動テーマ：�みんなで食べるとおいしいね♪

◆代表者：平
ひ ら い

井 髙
た か こ

子

◆会員数：20 名　
◆会員募集：あり
◆活動場所：伏見公民館
◆開催日時：第 1・3 金曜日
　午後 3 時～午後 8 時

④ みたけ落語会　◎�活動テーマ：�落語で明るいまちづくり・人づくり

【活動を立ち上げた経緯】
　「食」は心と体をつくる大切なもの。こど
も食堂を通して「食」の大切さと、地域の人
が生きがいや、やりがいを見つけ、みんなが
笑顔で集うことのできる居場所があったらい
いなと思い立ち上げました。お手伝いをして、
ほめられてうれしそうに笑う子どもたちの姿に、こちらもうれしくなります。

【活動内容】
　子どもが一人でも食べに来られる「こども食堂」。地元でとれた季節の野
菜をたっぷり使った夕食を一緒に食べませんか？伏見小学校放課後児童クラ
ブへのお迎えも可能です。また、一緒に活動してくださる仲間も募集中です！
◆�参加費：大人 500 円、子ども 100 円（参加費はご相談に応じます）
　※要予約。不定期で農業体験会、親子で参加できるイベントなども開催。
◆ Facebook：https://www.facebook.com/fushimi.kodomo.shokudo/

（�ゆ っ た り
伏見宿）
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「
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
」（
い

わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」）
と
は
、
自
分

の
ふ
る
さ
と
や
好
き
な
ま
ち
を
応
援
し
た

い
！
と
い
う
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
を
、
寄

附
金
と
い
う
形
で
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

　

御
嵩
町
で
は
、
昨
年
度
、
県
内
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
84
人
が
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
、

４
４
８
万
１
、２
４
７
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
寄
附
者
の
意
向

を
反
映
し
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

◆
町
内
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
、
住
民
税
と
し

て
納
め
る
額
の
一
部
の
使
い
道
を
、
寄
附
を

し
た
人
が
選
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆�

町
外
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん

　
「
み
た
け
」
出
身
で
、
今
は
町
外
で
ご
活

躍
の
人
、「
み
た
け
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁

の
あ
る
人
な
ど
、「
み
た
け
」
に
貢
献
、
応

援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
形
に
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

御
嵩
町
で
は
、
寄
附
金
の
使
い
道
を

 �

①
地
球
温
暖
化
防
止
・
環
境
保
全
事
業

 �

②
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
向
上
に
関
す
る
事
業

 �

③
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
健
全
育
成
事
業

 �

④�

文
化
財
（
国
・
県
・
町
指
定
）
の
保
護

や
保
存
に
関
す
る
事
業

 �

⑤�

指
定
な
し
（
町
長
が
町
の
振
興
の
た
め

事
業
を
指
定
）

の
5
つ
の
事
業
か
ら
指
定
で
き
ま
す
。

� 

返
礼
品
（
記
念
品
）
の
贈
呈

　

ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
制
度
を
利

用
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
人
に
は
寄
附
金

額
に
応
じ
て
返
礼
品
（
記
念
品
）
を
選
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

1�

町
内
の
障
害
者
支
援
施
設
「
あ
ゆ
み
館
」

通
所
者
の
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
詰
め
合
わ
せ

2�

女
性
グ
ル
ー
プ
や
町
内
の
高
校
、
製
菓
店

な
ど
地
元
の
有
志
の
み
な
さ
ん
が
、
地
元

の
農
業
生
産
物
な
ど
で
作
っ
た
「
み
た
け

税務課町民税係（内線 2154）

「
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
」

　
　

～
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、
活
用
し
て
い
ま
す
～

平成 27 年度 ふるさとみたけ応援寄附金
　ありがとうございました

　平成 27 年度は、84 人から 448 万円の寄附をいた
だきました。
　寄附者一覧は、ホームページで公表もしています。

寄附金の使い道        人　　金額

 ■①地球温暖化防止・環境保全事業　　　　　　2 人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  155,525 円
 ■②高齢者などの福祉向上に関する事業　　　　1 人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20,000 円
 ■③子どもたちに対する健全育成事業　　　　　3 人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  260,000 円
 ■④文化財（国・県・町指定）
　　 の保護や保存に関する事業      　　　       70 人
                                                 　 3,428,000 円
 ■⑤指定なし（町長が町の振興のため事業を指定）
　　　　　　　　　                                       8 人
                                                        617,722 円
　　　　　　　　合計　84 人　         4,481,247 円

＜舳五山茶＞

＜みたけ味噌＞

＜かにっこ＞＜あゆみ館クッキー＞

＜栗すだれ＞

の
え
え
も
ん
認
定
品
」（
み
た
け
味
噌
、

み
た
け
と
ん
ち
ゃ
ん
、
中

ち
ゅ
う
て
っ
ぽ
う

鉄
砲
ア
イ
ス
な

ど
）

3�

町
内
の
老
舗
和
菓
子
店
の
お
菓
子
（
栗
す

だ
れ
・
か
に
っ
こ
）

4�

町
内
の
中
学
生
が
栽
培
し
た
舳へ

ご
や
ま

五
山
茶ち

ゃ

5�

御
嵩
町
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
、
そ
れ
を
礎

い
し
ず
え

と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
く
う
え
で
有
用
な
「
御

嵩
町
史
（
通
史
編
）」
上
巻
・
下
巻
・
現

代
の
う
ち
か
ら
一
冊

　

※�

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
寄
附
が
御
嵩
町
の
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
町
外
に
住
む
家
族
や
親
戚
、

お
知
り
合
い
に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

① ②

③

④ ⑤

6



� 

寄
附
金
控
除
の
制
度
に
つ
い
て

　

寄
附
し
た
金
額
の
２
、０
０
０
円
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額
（
住
民

税
の
お
お
む
ね
2
割
）
ま
で
は
、
住
民
税
と

所
得
税
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
住
民
税
の
一
部
を
寄
附
先
に
納
め
る

の
と
同
じ
効
果
と
な
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
が
、
確
定
申
告
の
義
務
の
な
い
人
が
寄

附
を
さ
れ
る
場
合
な
ど
で
、
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
寄
附

金
控
除
が
受
け
ら
れ
る
「
※
ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
利
用
で
き
ま

す
。
こ
の
制
度
で
は
所
得
税
の
控
除
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
が
住
民
税
に
上
乗
せ
さ

れ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

※�
５
か
所
を
超
え
る
市
町
村
に
寄
附
を
さ

れ
る
人
や
、
医
療
費
控
除
な
ど
確
定
申
告

を
お
こ
な
う
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

� 

寄
附
の
申
込
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
役
場
（
税
務
課
）
窓
口
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。（
後
日

案
内
や
振
込
用
紙
な
ど
必
要
書
類
を
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　

ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
申
請

さ
れ
る
人
は
、
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
申

告
特
例
申
請
書
の
提
出
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
民
税
係

　

担
当
：
大お

お
の野
（
内
線 

２
１
５
４
）

　

 

寄
附
者

御
嵩
町
役
場

①寄附金 (ふるさと納税 )

②受領書の発送

確定申告をおこなう場合

③
受
領
書
を
添
え

確
定
申
告

⑤確定申告の回付
(国税連携 )

④�寄附をした年の所得
税で寄附金の控除を
適用 (還付など ) 税

務
署

お
住
ま
い
の

市
町
村

⑥�翌年度の住民税で寄
附金税額控除を適用
(減額 )

御
嵩
町
役
場

ワンストップ特例申請の場合

お
住
ま
い
の

市
町
村

　
 

寄
附
者

①寄附金 (ふるさと納税 )

③受領書の発送

②ワンストップ特例申請

④�寄附情報の通知
（�「申告特例通知書」の
送付）

⑤�寄附をした翌年度
の住民税で申請特
別控除額を適用
(減額 )

ふるさと応援寄附金控除の流れ

★
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

◇ 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て 

◇

今
年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

８
月
下
旬
～
11
月
上
旬
に
実
施
し
ま

す
！

　

御
嵩
町
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
遊

休
農
地
な
ど
の
実
態
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
農
業
委
員
が
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
中
」
と
い
う
マ
グ
ネ
ッ
ト

板
を
貼
っ
た
車
で
、
町
内
の
農
地
巡
回

を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
地
を
田
起
し
や
草
刈
な
ど
、
管
理

を
お
こ
な
わ
ず
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
害

虫
・
雑
草
・
獣
害
な
ど
の
発
生
源
と
な
り
、

周
辺
環
境
を
著
し
く
損
な
い
ま
す
。
付

近
の
農
地
お
よ
び
住
民
に
大
き
な
迷
惑

を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
除
草

す
る
な
ど
、
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

有
料
で
す
が
、
除
草
に
つ
い
て
は
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
業
者

に
お
願
い
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
御
嵩
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎ 

６
７
‐
６
３
３
９
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
農
業
委
員
会

事
務
局
（
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　

担
当
：
井い

の
う
え上

（
内
線 

２
１
６
４
）

★�

8
月
は
「
電
気
使
用

　
　
　
安
全
月
間
」
で
す

　

電
気
は
正
し
く
、
安
全
に
使
用
！

◎
し
ろ
う
と
工
事
は
事
故
の
も
と
！

�　

電
気
工
事
士
の
資
格
の
な
い
人
が
配
線

工
事
を
す
る
の
は
危
険
。
専
門
の
電
気
工

事
店
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
コ
足
配
線
は
火
災
の
も
と
！

�　

タ
コ
足
配
線
は
コ
ー
ド
や
ソ
ケ
ッ
ト
に

無
理
な
電
流
が
流
れ
、
事
故
の
原
因
に
。

コ
ン
セ
ン
ト
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

ア
ー
ス
線
の
取
り
付
け
は
感
電
防
止
の

第
一
歩

�　

洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
エ
ア
コ
ン
（
室

外
機
）
な
ど
に
は
ア
ー
ス
線
を
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

◎
ぬ
れ
た
手
は
よ
く
拭ふ

い
て
！

�　

水
は
電
気
を
通
し
や
す
く
、
ぬ
れ
た
手

で
プ
ラ
グ
や
電
気
機
器
に
触ふ

れ
る
と
感
電

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
使
う
前
に
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で

�　

使
用
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
使
う

の
は
危
険
で
す
。
ま
ず
取
扱
説
明
書
を
よ

く
読
み
ま
し
ょ
う
。

★
電
気
の
ご
相
談
は
…

  �

一
般
財
団
法
人　

中
部
電
気
保
安
協
会

　

 

加
茂
営
業
所　

☎ 

２
６
‐
６
５
１
０

税務課町民税係（内線 2154）・農林課農業振興係（内線 2164）
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環境モデル都市推進室（内線 2232）

社
会
福
祉
法
人 

慈
恵
会 

と
「
環
境
の
保
全
と

                 

創
造
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

シリーズ　環境モデル都市の取り組み �

【環境の保全と創造に関する協定締結事業所】※順不同
① エヌジーケイ・アドレック株式会社　　　    　② 東海化成工業株式会社
③ 内外電気株式会社 岐阜工場　　　　　　         ④ 東洋化学株式会社 ミタケ工場
⑤ 株式会社十六銀行 御嵩支店　　　　　　 　  　⑥ 東濃信用金庫 御嵩支店
⑦ 株式会社東海スプリング製作所 御嵩工場　　   ⑧ めぐみの農業協同組合 可児本部
⑨ エヌビーエル株式会社　　　　　　　　 　　   ⑩ 有限会社洞谷商会
⑪ 株式会社錦幸社　　　　　　　　　　　　 　   ⑫ 株式会社本州緑化建設
⑬ 岐東管財株式会社　　　　　　　　　　　　    ⑭ 御嵩町商工会
⑮ 盟和産業株式会社 岐阜工場　　　　　　　　   ⑯ 株式会社ツルタ製作所
⑰ 社会福祉法人 慈恵会（御嵩エリア）

　

町
は
、
５
月
24
日
に
町
内
で
6
事
業
所
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人 

慈じ
け
い
か
い

恵
会
（
御
嵩

エ
リ
ア
）
と
「
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
御
嵩
町
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
町
内
の
事
業
所
が
単
に
公
害
を
防
止

す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
良
好
な
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
積
極
的

に
環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
み
、町
が
周
知
す
る
な
ど
、そ
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
始
ま

り
、
今
回
の
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ

り
、
17
事
業
所
と
締
結
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
後
は
、
事
業
所
（
社
会
福
祉

法
人 

慈
恵
会 
御
嵩
エ
リ
ア
）
が
独
自
に
選

定
し
た
『
毎
月
１
回
、
職
員
・
利
用
者
一

体
と
な
っ
て
、
井
尻
、
長
岡
、
伏
見
高
倉

団
地
い
ず
れ
か
の
地
域
の
清
掃
活
動
を
実

施
す
る
』
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人 

慈
恵
会
は
、
県
内
６
エ

リ
ア
、
40
事
業
所
を
営
む
総
合
社
会
福
祉

施
設
で
す
。
そ
の
う
ち
、
町
内
に
は
、
開

設
15
年
を
迎
え
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
わ
や
か
ナ
ー
シ
ン
グ
み
た
け
」
を
主

事
業
所
と
し
て
6
事
業
所
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
同
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
地

域
に
お
け
る
公
益
的
取
組
」
の
一
環
と
し

て
町
と
協
定
締
結
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
、
事
業
者
、
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
良

好
な
環
境
の
保
全
と
快
適
な
環
境
の
創
造
に

取
り
組
み
、
御
嵩
町
の
豊
か
な
環
境
を
次
世

代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ

う
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室

　

担
当
：
早は

や
か
わ川

（
内
線 
２
２
３
２
）

　

取
り
組
む
事
業
所

①�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　

さ
わ
や
か
ナ
ー
シ
ン
グ
み
た
け

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
わ
や
か
長
楽
荘

③
御
嵩
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

④
御
嵩
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

⑤
さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
た
け

⑥�

さ
わ
や
か
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
伏
見

▼ 渡邊町長からプレートを受け取る石川施設長（中央）と林事務課長（左）
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企画課秘書広報係（内線 2200）

行
政
懇
談
会
を　
　
　

　

お
こ
な
い
ま
し
た

～
２
５
４
名
が
参
加 

～

　

6
月
18
日
（
土
）
中
公
民
館
、
22
日
（
水
）
上
之
郷
公
民
館
、
23
日
（
木
）

伏
見
公
民
館
で
開
催
し
た
行
政
懇
談
会
で
は
、
町
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
の
報

告
を
お
こ
な
い
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

◎�

行
政
の
取
り
組
み
が
一
般
町
民
に
知
っ
て

も
ら
え
る
良
い
計
画
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

◎�

二
部
構
成
の
企
画
は
良
い
も
の
だ
っ
た
。

災
害
防
災
と
い
う
今
日
的
課
題
と
民
生
部

門
を
分
け
て
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
こ
と

は
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
。

第
一
部
に
つ
い
て

◎�

支
援
活
動
に
参
加
し
た
貴
重
な
経
験
を
御

嵩
町
の
た
め
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
災

害
時
、震
災
時
の
対
応
（
必
要
品
）
の
「
見

え
る
化
」、
事
前
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
※
に
よ
る
問
題
の
共
有
化
が
重
要
と
感

じ
ま
す
。
※
職
場
の
潜
在
的
な
危
険
性
な
ど
を

見
つ
け
出
し
、
こ
れ
を
除
去
、
低
減
す
る
た
め

の
手
法

◎�

亜
炭
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
も
っ
と
詳
細

な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
を
恐
れ
ず
に
出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

◎�

小
国
町
の
支
援
活
動
の
説
明
を
聞
い
て
、

御
嵩
で
も
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
現

状
な
の
で
身
に
染
み
ま
し
た
。
一
つ
で
も

備
え
る
品
を
準
備
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

第
二
部
に
つ
い
て

　
外
国
語
教
育

◎�
外
国
語
教
育
推
進
は
大
歓
迎
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
教
育
と
は
別
に
、
町
内
の
企
業

で
働
く
外
国
人
労
働
者
の
日
本
語
教
育

（
企
業
と
の
協
働
）
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
企
業
に
と
っ
て
は
労
働
者
確
保
に

「
町
長
と
語
る
会
」
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
長
と
町
民
の
み
な
さ
ん
が
語
り
合

う
「
町
長
と
語
る
会
」
を
時
間
の
許
す

限
り
、積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
団
体･

グ
ル
ー
プ
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

企
画
課
秘
書
広
報
係　

担
当
：
山や

ま
だ田

　
（
内
線 

２
２
０
０
）

★�この懇談会で報告した、町の重要課題は次のとおりです。
第 1 部　熊本地震支援活動報告と防災対策について
　　　・熊本地震に伴う熊本県小国町支援活動報告
　　　・町の借金と貯金の推移（庁舎整備予算）
　　　・突然の大地震　備えはできていますか
　　　・浸水対策事業　～豪雨災害に備える～（中会場のみ）
　　　・森林再生の取り組み　～豊かな森林資源を保つ～
　　　・全国で唯一の取り組み　防災モデル事業
　　　　～南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災モデル事業～（中・伏見会場のみ）

第 2 部　平成 28 年度の主な事業について
　　　・みたけの子育て～地域とともに～
　　　・グローバル人材の育成、笑顔の創出　～外国語教育推進事業～
　　　・願興寺本堂の修理について

も
な
る
の
で
は
。

◎�

外
国
語
教
育
は
子
ど
も
向
け
が
多
い
よ
う

で
し
た
が
、
大
人
（
シ
ル
バ
ー
）
向
け
に

も
何
か
の
時
間
に
単
語
を
覚
え
て
み
た
い

で
す
。

　
子
育
て
支
援

◎�

ぽ
っ
ぽ
母
べ
え
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
毎
年
、
町
外
研
修
に
行
き
ま
す

が
、
会
員
の
声
と
し
て
、
町
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
は
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
他

◎�

空
き
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

町
の
Ｐ
Ｒ
を
発
信
し
て
、
若
い
人
が
御
嵩

町
に
入
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。

9 ほっと みたけ　2016.8



まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

応募の方法
●受 付 期 間：8 月 1 日（月）～ 9 月 2 日（金）

●�申 請 対 象：食品（菓子類、飲料、麺類、加工食品類、生鮮食品類、酒類、その他の食品類）

●�審 査 会：9 月 14 日（水）午後 1 時 30 分～（中公民館）

●申 請 条 件：審査会への出席と試食の用意

　※応募は、各店舗・団体で 1 商品までとします。

●�申 請 用 紙：�町ホームページから直接ダウンロードしていただくか、4 地区公民館、まちづくり課（本庁 2 階）
でも入手できます。

●申 請 方 法：郵送（9 月 2 日必着）または、まちづくり課の窓口まで直接お持ちください。

　「みたけのええもん」とは・・・�町の特色を表現したもの、こだわりの逸品を「みたけのええもん」として認
定する制度です。

　認定されると、多くのみなさんに知っていただけるようにＰＲなどを通して、認定団体を支援していきます。
　御嵩町の歴史や伝統、自然をコンセプトにしたものや町内産の原材料を使用している食べ物が申請対象になり
ます。現在の「みたけのええもん」認定品は下記の 13 品目です。

■�問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：堀
ほ り え

江（内線 2228）

▲ 御嵩の中
ちゅう

鉄
てっぽう

砲アイス
　　　　（有限会社　一心）

▲ みたけ華ずし
　　（みたけ華ずしの会）

▲ ぽっこり緑茶（あゆみ館） ▲ 御嵩道中　焼きおむすび
　　　　　（喫茶ぽっかぽか）

▲ かいもちおはぎ（みたけ庵） ▲ やまいもん大福�
　　　( 東濃実業高校）

▲ みたけ味噌
　　　（農家生活改善グループ）

募集中！！募集中！！みたけのええもん

▲元祖みたけとんちゃん
　　　（みたけとんちゃん発展会）

▲ みたけからあげ
　　　（みたけとんちゃん発展会）

▲ あずさクランチ
　　　（東濃実業高校）

▲ ごへだ味噌
　　　（農家生活改善グループ）

▲みたけ中山道らーめん
　（有限会社可児フーズラボ）

▲ 中山道味物語
　  御嶽宿ええもん御膳（魚邦）

※みたけのええもん認定品は、
　町ホームページからもご覧いただけます。

みなさんからの応募
お待ちしています！
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福祉課社会福祉係（内線 2122）/ 企画課企画調整係（内線 2227)

御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

自分らしさを
実現できる町

　５月８日、自治会（組）の清掃活動に参加しま
した。わずか１時間ぐらいの時間でしたが、あっ
という間に済んでしまった気がします。
　まわりのみなさんと会話したり、ともに活動し
たりしてふれあいができたこと、それに微力なが
らも清掃活動に参加し、地域社会の美化に貢献で
きたという思いがそうさせたのだと感じました。
　清掃活動が済んで家に帰るとき、

「ご苦労さまでした」、「お疲れさま
でした」とお互いに労をねぎらう
言葉があちこちで聞こえてきまし
た。
　いま、性別に関係なく自分の特

性や個性、能力を活かして社会貢献をする必要性
が叫ばれています。
　「行ってらっしゃい」、「お帰り」、「お疲れさま
でした」、「ありがとう」などと周りの人が言葉を
かけてあげることも社会貢献を後押しするうえで
大切なことなのだろうと清掃活動を終えて思いま
した。

男女共同参画懇話会委員
伊
い さ じ

左治　彪
たけし

（大庭）
■問い合わせ：企画課企画調整係
　担当：伊

い と う

藤
　（内線 2227）

社会貢献の後押し

◇ 
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）
ま
た

は
身
体
に
障
が
い
を
有
す
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
監か

ん
ご護

し
て
い
る
父
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
、
父
母
な
ど
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

対
象
：
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
～
3

級
、
療
育
手
帳
A1
～
B1
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

●
月
額
：
◎
1
級　

５
１
、５
０
０
円

◎
2
級　

３
４
、３
０
０
円

◇ 

特
別
障
害
者
手
当 

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、
特
別

の
介
護
を
要
す
る
20
歳
以
上
の
重
度
障

が
い
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
3
か
月
以

上
、
入
院
し
て
い
る
場
合
、
本
人
ま
た

は
扶
養
義
務
者
な
ど
に
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

対
象
：
精
神
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

ま
た
は
身
体
に
著

い
ち
じ
るし
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

障
が
い
者
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

て
、
常
時
、
特
別
の
介
護
を
要
す
る

20
歳
以
上
の
障
が
い
者

●
月
額
：
２
６
、８
３
０
円

◇ 

障
害
児
福
祉
手
当 

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、
介
護

を
要
す
る
20
歳
未
満
の
障
が
い
児
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
、
本
人
ま
た
は
扶

養
義
務
者
な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�
対
象
：
精
神
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
、
常
時
、
介
護
を
要
す
る
20
歳
未

満
の
障
が
い
児
（
障
害
者
手
帳
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
月
額
：
１
４
、６
０
０
円

☆�

現
在
受
給
中
の
人
は
、
現
況
届
の
案

内
が
ご
自
宅
に
届
き
ま
し
た
ら
、
次

の
期
間
中
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◎�

届
出
期
間
：
8
月
12
日
（
金
）
～

　
　

9
月
9
日
（
金
）

�

■�

届
出
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田　

（
内
線 

２
１
２
２
）
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住民環境課環境整備係（内線 2125）

犬 

の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

★
犬
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

　

�　

狂
き
ょ
う
け
ん
び
ょ
う

犬
病
予
防
法
に

よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
犬
は
登
録
し
、

鑑か
ん
さ
つ札

を
犬
に
つ
け
る

こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

登
録
は
生
涯
1
回
で
、
登
録
を
し
な
い

と
、罰ば

っ
き
ん金
を
課か

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
死
亡
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
登
録
、
死
亡
届
に
つ
い

て
は
、
住
民
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

年
1
回
、
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　

�　

予
防
注
射
後
に
は
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
、
そ
れ
を
犬
に
つ
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
別
な
理
由
も
な
く
注

射
を
受
け
さ
せ
な
い
場
合
は
、
20
万
円
以
下

の
罰
金
を
課か

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※�

狂
犬
病
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
予
防
注
射
は
流
行
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
犬
の
「
ふ
ん
」
な
ど
の
汚
物
は
、

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　

�　

町
の
条
例
に
よ
り
、「
飼
い
主
が“
ふ
ん
”

を
回
収
し
な
け
れ
ば
2
万
円
以
下
の
罰
金

を
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
回
収
し

た
“
ふ
ん
”
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

★�
犬
の
習
性
を
正
し
く
理

解
し
て
、
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
飼
っ
て
く

だ
さ
い
。

★�

繁
は
ん
し
ょ
く殖

を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
不ふ

に
ん妊

・
去き

ょ
せ
い勢

手
術
な
ど
の
繁
殖
制

限
を
し
ま
し
ょ
う
。

★�

飼
い
犬
が
人
を
噛か

ん
だ
と
き
は
、
す
ぐ
に

保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

猫 

の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

★ 

飼
い
主
の
心こ
こ
ろ
え得

�　
「
ふ
ん
・
尿
」「
鳴
き
声
」「
庭
や
ご
み
を

荒
ら
す
」
と
い
っ
た
猫
に
よ
る
苦
情
が
多
発

し
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
わ
り
に
被

害
や
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
猫
の
本

能
や
習
性
・
理
性
を
よ
く
理
解
し
、
責
任
を

持
っ
て
、
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬 

や 

猫 

を
飼
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ん
へ

～ 
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す 

～

★ �

室
内
飼し
よ
う養
の
す
す
め

�　

猫
は
エ
サ
を
充
分
に
得
ら
れ
れ
ば
、
特
に

広
い
生
活
空
間
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
交
通

事
故
や
感
染
症
か
ら
飼
い
猫
を
守
る
た
め
に

も
、
室
内
飼
養
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★ 

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

�　

毎
年
、
多
く
の
子
猫
が
保
健
所
に
持
ち
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
飼
い
主
の
責
任
で
、
不
妊
・
去

勢
手
術
に
よ
る
繁

は
ん
し
ょ
く殖

制
限
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

★ 

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
違
反
で
す
！

�　
「
誰
か
拾
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」「
保
健
所

で
処
分
す
る
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い
う

安
易
な
気
持
ち
で
、
猫
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
第
44
条
3
項
に
よ
り
、
猫
を
捨
て
れ
ば

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
を
課
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★ �

飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
猫
に
エ
サ
を

与
え
る
と
…

�　

飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
猫
に
エ
サ
を
与
え

る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
に
猫
が
住
み
つ
き
、

増
加
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
ふ
ん
を
し
た
り
、
ご

み
置
き
場
を
散
ら
か
し
た
り

地
域
の
み
な
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま

な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　

安
易
に
エ
サ
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

     

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

★ 

飼
い
主
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い

�　

首
輪
・
名
札
な
ど
を
つ
け
て
、
飼
い
主
を

明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
犬
や
猫
が
逃
げ

て
、
帰
っ
て
来
な
く
な
っ
た
と
き
や
災
害
時

に
、
発
見
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

★ 

飼
い
犬
・
飼
い
猫
が

　
　
　
　
　
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
…

�　

万
が
一
、
飼
い
犬
や
飼
い
猫
が
逃
げ
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
（
住

民
環
境
課
）、
中
濃
保
健
所
（
☎ 

２
５

‐
３
１
１
１
）、
警
察
署
（
☎ 

６
１
‐

０
１
１
０
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
と
き
は
…

�　

ま
ず
、
適
正
に
飼
養
で
き
る
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
、
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
中
濃

保
健
所
（
☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■�

連
絡
先
／
問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
環

境
整
備
係　

担
当
：
小お

ぎ

そ
木
曽
・
安あ

ん
ど
う藤

　
（
内
線 

２
１
２
５
）
／

　

中
濃
保
健
所　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１

　

可
児
警
察
署　

☎ 

６
１
‐
０
１
１
０
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学校教育課学校教育係（内線 2262)/ 保険長寿課国保年金係（内線 2108）

【�

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を

　
　

お
送
り
し
ま
す
】

　

8
月
15
日
（
月
）、
世
帯
主
あ
て
に
、

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。
※
世
帯
主
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
の
税
額

は
加
入
状
況
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

◎�

平
成
28
年
3
月
以
前
か
ら
加
入
し
て
い

る
世
帯
・
・
・
平
成
28
年
度
の
保
険
税

年
税
額
か
ら
仮
算
定
・
仮
徴
収
の
額
を

差
し
引
い
た
額
。

◎�

平
成
28
年
4
月
～
7
月
に
加
入
し
た
世

帯
・
・
・
加
入
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

の
保
険
税
年
税
額

　

納
付
方
法

○�

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納

付
す
る
方
法
）
の
人
…
…
第
5
期
～
第

12
期
（
8
月
～
翌
年
3
月
）
の
8
回

○�

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ

る
方
法
）
の
人
…
…
10
月
・
12
月
・
翌

年
2
月
の
3
回

　

保
険
税
額
の
詳
し
い
算
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
チ
ラ
シ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

保
険
税
の
納
付
に

は
、
安
心
・
確
実
・
便

利
な
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。
納
付
書
で

納
め
て
い
る
人
も
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
記
入
の

う
え
、
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
申
込
時
期
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
開
始
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

【�

特
定
健
診
の
受
診
は

　
　
　
　
　
　

さ
れ
ま
し
た
か
？
】

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40

歳
以
上
の
人
は
、
千
円
の
自
己
負
担
で
特

定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
、
年
に
1
回
は

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

町
内
の
6
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

内
容
や
予
約
に
つ
い
て
は
、
保
険
長
寿
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
国
保
年
金

係
担
当
：
纐こ

う
け
つ纈

（
内
線 

２
１
０
８
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　
「
健
康
は
一
生
の
宝
」。
こ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
培

つ
ち
か

っ
た
食
の
力
を
、
生
涯
に
わ
た
る

健
康
づ
く
り
に
役
立
た
せ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
体
（
健
康
）
を
大
切

に
す
る
人
は
、
他
の
人
に
対
し
て
も
温
か
い

思
い
や
り
が
も
て
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

向
陽
中
学
校
校
長　

二ふ
た
む
ら村

文ぶ
ん
せ
い生

～　

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ　

～

教
育
の
窓
か
ら

学
校
教
育
編　
　

〜  

向
陽
中
学
校  

〜

　

向
陽
中
学
校
は
今
年
度
、
文
部
科
学
省
か

ら
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
実
践
校
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
指
定
は
全
国
で
12
の
学
校
が
受
け
て

い
ま
す
。

　

取
り
組
む
テ
ー
マ
は
「
健
全
な
食
習
慣
の

形
成
に
よ
る
健
康
な
体
づ
く
り　

～
鉄
と
カ

ル
シ
ウ
ム
の
栄
養
指
導
を
通
し
て
～
」
と
し

ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
し
た
の
は
成
長
著

し
い
中
学
生
の
時
期
は
「
鉄
分
と
カ
ル
シ
ウ

ム
」
が
不
足
が
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
、
岐
阜
女
子
大
学
の
協
力
を
得
て
、

全
校
生
徒
の
貧
血
検
査
や
骨
密
度
の
簡
易
測

定
を
お
こ
な
い
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
、
名
古
屋
グ
ラ
ン

パ
ス
専
属
栄
養
士
の
経
験
を
も
つ
森も

り

裕ゆ
う
こ子
先

生
の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
食
事
」
に
関
す
る
講
話

を
全
校
生
徒
で
聴
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
専
門
家
に
よ
る
講
話
や
体
験
学

習
、「
鉄
分
・
カ
ル
シ
ウ
ム
」
が
豊
か
な
簡

単
レ
シ
ピ
の
作
成
、
貧
血
検
査
や
骨
密
度

の
再
測
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
い
ま

す
。 　

　

ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル

■�

問
い
合
わ
せ
：
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

担
当
：
井い

ざ
わ澤
（
内
線 

２
２
６
２
）
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生涯学習課生涯学習係（内線 2267)

御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
だ
よ
り

御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
だ
よ
り

◆
堂
々
と
考
え
を
発
表

「
少
年
の
主
張
大
会
」

　　

6
月
18
日
（
土
）、
中
公
民
館
で
「
平
成

28
年
度 

御
嵩
町
少
年
の
主
張
大
会
・
青
少

年
育
成
町
民
大
会
」が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

向
陽
中
学
校
の
可か

に児
み
な
み
さ
ん
と
亀か

め
い井

菜な

な

こ
々
子
さ
ん
の
司
会
で
、
町
内
の
各
小
・
中

学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
14
名

が
、
未
来
に
向
け
て
の
提
案
や
社
会
お
よ
び

身
の
ま
わ
り
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
２
０
０
名
を
超
え
る
参
観
者
か

ら
は
、「
説
得
力
の
あ
る
発
表
で
感
心
し
ま

し
た
」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

� 

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

★
最
優
秀
賞
【
中
濃
地
区
選
考
会
へ
推
薦
】

◎
浅あ
さ
の野
梨り

ん
か花
（
共
和
中
3
年
生
） 

　
　
『
生
き
て
』

★
優
秀
賞

◎
山や

ま
だ田

一か
ず
と登

（
上
之
郷
小
6
年
生
）　

　
　
『
と
も
に
生
き
る
気
持
ち
』

◎
小お

ぎ

そ

木
曽
祥よ

し
き規

（
上
之
郷
小
6
年
生
）

　
　
『「
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
る
』

◎
可か

に児
聖ま

さ
と翔

（
御
嵩
小
6
年
生
）

　
　
『
親
の
気
持
ち
』

◎
日ひ

び比
椎し

い
な菜
（
御
嵩
小
6
年
生
）

　
　
『
障
が
い
の
あ
る
子
と
く
ら
す
』

◎
亀か

め
が
い谷
優ゆ

う歩
（
伏
見
小
6
年
生
）

　
　
『
つ
く
ろ
う
！
古
墳
の
町
、
御
嵩
町
』

◎
林は

や
し　

里り

こ瑚
（
伏
見
小
6
年
生
）　　

　
　
『
中
山
道
を
次
の
代
に
つ
な
ぐ
』

◎
問と

い
や屋
友ゆ

う
ご吾
（
上
之
郷
中
2
年
生
）　

　
　
『
言
葉
の
力
』

◎
猪い

の野
日ひ

な

こ

向
子
（
上
之
郷
中
2
年
生
）　

　
　
『
受
け
継
が
れ
る　

舳へ
ご
や
ま

五
山
茶
』

◎
林は

や
し　

楓ふ
う
ま真

（
向
陽
中
2
年
生
）

　
　
『
森
林
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
』

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
高た

か
は
し橋　

（
内
線 

２
２
６
７
）

（
広
報
啓
発
部
会
）

◆
町
民
大
会　

地
域
活
動
の
表
彰

◎
平ひ

ら
た田

万か
ず
は葉

（
向
陽
中
2
年
生
）

　
　
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
必
要
性
』

◎
吉よ

し
だ田
奈な

お桜
（
共
和
中
3
年
生
） 

　
　
『
私
の
夢
が
生
ま
れ
た
瞬と

き間
』

★
特
別
賞

◎
愛あ

い
ざ
わ澤

か
ろ
り
な
（
東
濃
高
3
年
生
）

　
　
『
私
が
生
き
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　

日
本
に
希
望
す
る
こ
と
』

◎
清し
み
ず水

宏ひ
ろ
や
す保

（
東
濃
実
業
高
3
年
生
）　

　
　
『
森
林
と
地
球
の
未
来
』

　

最
優
秀
賞
の
浅
野
梨
花
さ
ん
は
、
中
濃
地

区
選
考
会
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 最優秀賞を受賞した浅
あ さ の

野梨
り ん か

花さん

▲ 「少年の主張」発表者と司会者

　

引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ

た
町
民
大
会
で
は
、
御
嵩

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
3
つ
の
部
会
の
活
動
紹

介
を
し
ま
し
た
。

【
健
全
育
成
部
会
】

◎�

年
に
3
回
実
施
す
る
「
み
た
け
発
見

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

【
非
行
防
止
部
会
】

◎�

お
Ｓ
Ｕ
Ｎ
歩
あ
る
き
た
い
の
活
動
の
様
子

を
発
表
し
ま
し
た
。
地
域
の
見
守
り
活
動

に
参
加
し
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
の
他

に
、
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
付
添
下
校

の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

【
広
報
啓
発
部
会
】

◎�

「
家
庭
の
日
の
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
入
賞
作
品
を
使
い
、
家
庭
の
日
の
啓
発

ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
な
ど
の
説
明
を
し
ま
し

た
。
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保険長寿課介護保険係（内線 2117)

　

平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

書
・
納
付
書
を
8
月
5
日
（
金
）
に
発
送
し

ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

� �

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
の
人

（
特
別
徴
収
）

　

�　

平
成
28
年
度
の
年
間
保
険
料
額
と
、
10

月
・
12
月
・
2
月
（
翌
年
）
に
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
を

記
し
た
「
納
入
通
知
書
」
を
同
封
し
ま
す
。

� �

口
座
振
替
で
納
付
の
人
（
普
通
徴
収
）

　

�　

平
成
28
年
度
の
年
間
保
険
料
額
と
、
8

月
～
翌
年
3
月
ま
で
の
毎
月
末
（
月
末
が

休
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
口
座
振
替
さ
れ

る
保
険
料
額
を
記
し
た
「
納
入
通
知
書
」

を
同
封
し
ま
す
。

� �

納
付
書
で
納
付
の
人
（
普
通
徴
収
）

　

�　

平
成
28
年
度
の
年
間
保
険
料
額
と
、
8

月
～
翌
年
3
月
ま
で
の
毎
月
の
保
険
料
額

を
記
し
た
「
納
入
通
知
書
」
お
よ
び
「
納

付
書
」
を
同
封
し
ま
す
。
納
付
書
で
保
険

料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
費
用
の
伸
び
率
な
ど
を
見
込
ん
だ
事
業
計

画
に
基
づ
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
月
額

5
、
3
０
０
円
で
す
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年

度
～
平
成
29
年
度
ま
で
の
3
年
間
を
期
間
と

す
る
「
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
額
を
第
5
段
階
と
し
て
保
険
料

率
を
か
け
て
、
第
1
段
階
～
第
11
段
階
に
区

分
け
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
被
保
険
者
の

世
帯
状
況
や
収
入
・
所
得
な
ど
か
ら
各
段
階

に
当
て
は
め
、
1
年
間
の
保
険
料
額
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

※�

保
険
料
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
同
封
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
…

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用

の
1
割
～
２
割
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
残
り
の
8
割
～

9
割
は
介
護
保
険
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
）。

　

介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人
に
関
し

て
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な

措そ

ち置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

①
1
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
っ
た
費

用
の
全
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
費
用
の
9
割(

8
割)

に
あ

た
る
金
額
を
返
還
（
保
険
給
付
）
し
ま
す
。

②
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
っ
た
費

用
の
全
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
の
費
用
の
9
割(

8
割)

に
あ
た

る
金
額
の
返
還
（
保
険
給
付
）
は
差
し
止

め
し
ま
す
。
ま
た
、
差
し
止
め
た
分
を
滞

納
し
て
い
る
保
険
料
に
充
て
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

③
2
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

�　

納
期
限
か
ら
2
年
が
経
過
し
た
保
険
料

は
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
納
付
が
で
き
な
く
な
っ
た
期
間
と
保
険

料
額
に
応
じ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
際
に
、
負
担
割
合
を
1
割(

２
割)

か

★
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
）
の
み
な
さ
ん
へ

　
介
護
保
険
料
の

　
納
入
通
知
書
・
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

ら
3
割
に
引
き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は

み
な
さ
ん
で
支
え
あ
う
制
度
で
す　

　

介
護
保
険
制
度
は
、
み
な
さ
ん
で
保
険
料

を
出
し
あ
い
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
、
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体

で
支
え
る
制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
は
、
年
々
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
際
の
備
え
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
保
険
料
は
応
分
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
で
支

え
あ
う
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

　
（
内
線 

２
１
１
７
）

15 ほっと みたけ　2016.8



地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

保険長寿課高齢福祉係（内線 2172）

★認知症に関するご相談は…

認知症疾患医療センターを
ご利用ください

　急速な高齢化の進展に伴い、今後、認
にんちしょう

知症はますます増加するこ
とが見込まれています。地域における認知症疾患医療の中心的役割
を担

にな

う専門機関として、認知症の早期発見、診療体制の充実、医療
と介護の連携強化、専門医療相談の充実を図ることを目的に、「認
知症疾患医療センター」が開設されています。
　今回は、この認知症疾患医療センターについて紹介します。

◇◆◇ 認知症疾患医療センターの役割 ◇◆◇

◎認知症に関する専門医療相談
　�　専門の相談員が、認知症に関する不安

や悩みのある人からのさまざまな相談に
対応します。また、地域包括支援センター
などと連携を図り、介護サービスの利用
などの調整もおこなっています。

◎認知症の鑑
かんべつ

別診断・初期対応
　�　医師による診察、検査などをし、総合

的診断に基づいて、治療や初期対応など
をおこなっています。

◎�認知症の周辺症状（徘
はいかい

徊や不眠など）への対応、
他の医療機関との連携

　�　認知症の周辺症状に対しての診察、診断をし、通院
や入院の治療をおこないます。また、身体疾患に対し
ても医療的対応をおこない、必要に応じて、他の医療
機関と連携する体制をとっています。

◎その他
　�　ホームページやパンフレットなどにより、認知症に

関する情報提供や知識の向上を図るための研修会を開
催しています。

◇◆◇ 認知症疾患医療センターとして指定されている病院 ◇◆◇

●相談日：月曜～金曜日
（土曜・日曜日、祝日、年末 

                年始を除く）
●受付時間：午前 9 時～午後 3 時

☆�認知症に関することで気になることなどが
ある場合は、認知症疾患医療センターまた
は地域包括支援センターへ気軽にご相談く
ださい！

　地域包括支援センター　☎ 67-2111
　保険長寿課高齢福祉係

■�問い合わせ：地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係内）　担当：亀
かめやま

山（内線 2172）　

地域のみなさんの認知症に関する様々なご相談の窓口は・・・

特定医療法人清仁会　のぞみの丘ホスピタル　認知症疾患医療センター
　☎　0574-27-7833　住所：美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3555

◇◆◇ 相談日・受付時間 ◇◆◇

16



町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★御嵩町特産大豆「中
ちゅうてっぽう

鉄砲」を授業で種まき！
　７月１日（金）に上之郷小学校で、3 年生 9 人が大豆「中
鉄砲」の育てかたを学びました。
　美

み ざ の

佐野地域の農家のみなさんとの交流を図りながら、１年
間を通して総合的な学習の一環として取り組んでいきます。
　中鉄砲は、御嵩町と可児市に伝わる特産の大豆で、2013
年 4 月に農林水産省の「産地品種銘柄」にも指定されている
大豆です。
　中鉄砲は味がよいのですが、他の大豆に比べ皮が破れやす
いことから非常に栽培が難しく、収穫量が少ないと言われて
います。
　子どもたちは事前に現状を学び、「芽が出るのが楽しみだ
ね」などと言いながら種まきをおこないました。今後は、草
取りや観察を続け、収穫を体験する予定です。

B&G 海洋センター（☎ 67-5196)

★ナイス ショット！「御嵩町民ゴルフ大会」
　レイクグリーンゴルフ倶楽部で「第 22 回御嵩
町民ゴルフ大会兼、第 9 回岐阜県民スポーツ大会
可児郡予選会」が 6 月 21 日 ( 火 ) におこなわれ
ました。
　あいにくスタート時は雨でしたが、次第に天候
も回復し、参加した 141 名のみなさんは、気持
ちよい汗を流しながらラウンドをまわられまし
た。結果は右のとおりです。

●一般の部（敬称略）

　優　勝：若
わ か お

尾 有
ゆ う じ

二（顔戸北）
　準優勝：下

しもかわ

川 和
か ず み

美（南山台西）
　3　 位：佐

さ え き

伯 真
ま す み

澄（若松町）
　ベストグロス賞：下

しもかわ

川 和
か ず み

美（南山台西）

●レディース＆シニアの部（敬称略）

　優　勝：藤
ふ じ い

井 孝
こうぞう

三（伏見台）
　準優勝：藤

ふじおか

岡 正
まさみち

迪（旭町）
　3 　位：吉

よしむら

村 恭
きょうじ

司（西之門）
　ベストグロス賞：藤

ふ じ い

井 孝
こうぞう

三（伏見台）

【 御嵩町民ゴルフ大会結果 】

B & G 海 洋 セ ン タ ー だ よ り
＜ 大 会 結 果 報 告 ＞

▶�

左
か
ら
若
尾
さ
ん
、　

渡
邊
町
長
、
藤
井
さ
ん

▲ �中鉄砲…粒が普通の大豆よ
りちいさく、味が濃いのが特
徴です
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

★ウエイトリフティングで、全国大会へ出場！
　7 月 12 日（火）、「平成 28 年度第 18 回全国高等学校女子
ウエイトリフティング競技選手権大会」（７月 17 日から、福
岡県で開催）への出場が決まった可児高校 3 年生の古

ふるかわ

川　舞
まい

さん（西田）が役場を訪れ、全国大会の出場報告をおこない
ました。
　古川さんは高校進学と同時にウエイトリフティング競技を
始め、学業と両立しつつ部活動に励み全国大会出場が決定し
ました。
　古川さんは「ミスなく持ち上げ、自己ベストが更新できる
よう頑張ります」と語りました。
　渡

わたなべ

邊町長は、「全国大会に出場することは貴重な経験です。
良い結果が出せるよう頑張ってください」と激励しました。

★�ボート競技で世界選手権大会へ出場！
　6 月 9 日（木）、2016 年Ｕ 23 世界選手権大会（8 月
21 日～ 8 月 28 日、オランダ・ロッテルダムで開催）
への出場が決まった日本大学４年生の林

はやし

　亜
つ ぐ と

門さん（里）
が役場を訪れ、出場報告をおこないました。林さんが出
場する種目はボート競技、男子軽量級スウィープで、23
歳以下の日本代表チームの選手として選抜され、出場す
るものです。
　林さんは「前回出場した時より上位を目指して頑張り
ます」と語りました。
　髙

た か ぎ

木教育長は、「良い報告が聞けるように応援してい
ます」と激励しました。

★防災訓練に向けて、防災リーダー活動中！
　本年度の防災訓練に向けて、町内の防災リーダーを中
心に現在打ち合わせを開催しています。
　防災リーダーとは地域防災の中心的な役割を担う人で、
現在、町内では 122 名のリーダーを認定しています。
　初回の打ち合わせでは、「非常持ち出し袋の大切さを町
民のみなさんに知ってもらうにはどうしたらいいか」や、

「今年は中地区と御嵩地区は合同で避難訓練会場を運営し
よう」など、熱の入った活発な意見交換がおこなわれまし
た。今後防災訓練までに打ち合わせをを重ね、準備を進め
ていきます。防災リーダーのみなさんは、「何よりも、防
災訓練に参加してもらうことが大切。まずは、足を運んで
ほしい」と語られました。
　御嵩町防災訓練　9 月 4 日（日）
　★�町内防災訓練会場：上之郷小学校、御嵩小学校、御嵩

公民館、中公民館、伏見公民館
　　�どなたでも参加できます。ぜひご参加ください。

▼ 熱心に議論をする防災リーダーたち
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みなさんに支えられて、心も体も元気いっぱい！
　中保育園では、５月に植えた野菜の苗がぐんぐん育ち、キュウリにミニトマト、オク
ラがたくさんなっています。
　毎日暑い中、年長のおにいさん・おねえさんが中心となって、水やりや草抜きをして
くれている姿を見て、年中・年少の子どもたちも畑に行っては、お手伝いをしたり、野
菜の観察をして楽しんでいます。
　「先生、黄色い花が咲いてるよ」、「トマトが赤くなった」、

「ぐにゅぐにゅの葉っぱ！」と、初めてスイカの葉っぱを
見て驚く子どもたちもいました。
　中保育園の子どもたちがこんなに畑が好きなのも、地
域のボランティアのみなさんの協力で、ツルが伸びやす
いよう支柱を立てたり、草抜きなど、きれいな畑にして
くださっているおかげと、とても感謝しています。
　また、出来た野菜は、給食の先生がとても美味しく調
理をしてくれます。どこに野菜が入っているかを探すの
も楽しみながら、毎日美味しく給食をいただいています。
　中保育園の子どもたちは、多くのみなさんに支えられ
て、夏野菜のように暑さに負けないで、心も体もぐんぐ
ん元気に育っていますよ。
　秋にはサツマイモの収穫も待っているので、今からとっ
ても楽しみにしている子どもたちです。

★町内建設業者のメンバーが
　電車で移動してまちをきれいに！
　6 月 18 日（土）に、御嵩町の建設業者 9
社で作る「御嵩町安全協議会」のメンバ－
18 名が集まり、一斉清掃がおこなわれまし
た。
　朝、御嵩駅に集合し、名鉄電車で移動した
後、顔戸駅から御嵩駅、明智駅から顔戸駅ま
での沿線を 2 班に分かれ、タバコの吸い殻
や空き缶などを拾いました。
　年々ゴミが減ってきており、町がきれいに
なってきてはいますが、みなさん、汗をかき
ながら清掃活動をおこないました。

中
保育園

▲ �5 月に植えた苗。とって
も大きくなりました。

★�頑張れ熊本！ 小中学校で募金活動実施
　４月に発生した熊本地震。いまだ余震が続き、数
多くの人々が避難生活を続けています。
　町内の小中学校 6 校では児童会・生徒会・PTA な
どが中心となって「私たちに何かできることはない
だろうか」、「熊本で困っている人を助けたい」とい
う強い思いで募金活動をおこないました。
　子どもたちは自ら呼びかけをおこない、6 校で
144,179 円の義援金が寄せられました。
　なかにはお小遣いを持ち寄ったり、家族で話しあ
い募金した児童生徒も多くいました。
　各校で集められた義援金は、被災されたみなさん
の支援に役立てていきます。

▼向陽中学校生徒会　募金活動のようす
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虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者
の SOS の声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：☎１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。

8 月の相談日

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談 8 月 5 日（金） 午後 1 時〜午後 3 時 役場北庁舎 2 階
第 3 研修室

障がい者相談員による相談で
す。気軽にお出かけください。

人権相談 8 月 19 日（金） 午後 1 時〜午後 4 時 中公民館

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8 時 30 分〜
午後 5 時 15 分

役場本庁舎
1 階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 4 火曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 8 月 23 日（火） 午後 1 時 30 分〜
午後 3 時 30 分

役場北庁舎
2 階第 3 研修室

法律相談（弁護士） 8 月 26 日（金）  午後 3 時〜午後 7 時 役場北庁舎
2 階教育会議室

 �要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8 名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く） 午前 9 時〜午後 5 時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9 時〜午後 5 時 中公民館
1 階相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

く
ら
し

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会
（
借
金
問
題
）

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、
毎
月
「
多
重
債
務
無
料
相
談

会
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
複
数
の
借
金

で
困
っ
て
い
る
人
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
人
な
ど
は
悩
ん
で
い
な
い

で
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
8
月
13
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　

�（
岐
阜
市
薮
田
南
5
‐
14
‐
53 

ふ
れ
あ
い

福
寿
会
館
1
棟
5
階
）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
弁
護
士
、
司
法
書
士

●
相
談
方
法
：

　

①�

面
接
相
談 

… 

30
分
、
事
前
予
約
制

　
　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
8
月
12
日

（
金
）
ま
で
随
時
受
付
。

　

②�

電
話
相
談 

… 

当
日
、
時
間
内
に
直
接
、

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
相
談
先
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
０
０
３

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　
　

納
期
限
は
8
月
31
日
（
水
）
で
す
。

○
町
・
県
民
税

2
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税�

5
期
分

○
介
護
保
険
料�

8
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

2
期
分

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　●�相談日：日曜～木曜日・第 1・3 土曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 5 時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。
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� �リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
8 月の開催日：7 日（日）
9 月はありません

時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場 駐車場（庁舎裏側）

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時
場所：あゆみ館（新木野）

●�

受
付
時
間
：�

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線 

２
１
９
２
）

お
知
ら
せ

◆
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請
は

　
　
　
　
　
　

も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
28
年
5
月
中
旬
、
高
齢
者
向
け
給
付
金

の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
へ
申
請
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
た
人
で
、
ま
だ
手
続
き
を
お

こ
な
っ
て
い
な
い
人
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
と
あ
わ
せ
て
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●�
提
出
期
限
：
8
月
16
日
（
火
）

　

�

※�

お
早
め
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
窓
口
で
の
受
け
付
け
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

� � 分別収集
　※�収集時間については、朝方の 1 時間

程度です（例：午前 7 時～午前 8 時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

○
上
下
水
道
使
用
料�

7
月
分

（
口
座
振
替
日　

8
月
25
日
）

○
保
育
料�

8
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�

8
月
分

◆
資
源
回
収

【
御
嵩
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
8
月
13
日
（
土
）

※
予
備
日
：
8
月
27
日
（
土
）

【
中
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
8
月
28
日
（
日
）
ア
ル
ミ
缶
の
み

※
予
備
日
：
な
し

【
伏
見
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
】

●
日
程
：
9
月
3
日
（
土
）

※
予
備
日
：
9
月
4
日
（
日
）

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
8
月
の
祝
日
に
診
療
可
能
な

歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

8
月
11
日
（
木
）
：
渡
辺
歯
科

　

可
児
市
坂
戸　

☎ 

６
０
‐
６
０
６
６

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

8 月 17 日（水）
9 月 21 日（水）

中 8 月 19 日（金）
9 月 23 日（金）

伏　見 8 月 16 日（火）
9 月 20 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

8 月　 7 日（日）
   9 月　 4 日（日）

中
伏　見

8 月 21 日（日）
9 月 18 日（日）

ご み 収 集
� � 不燃ごみ（金物類・ガラス類）
� � 粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

8 月 2 日（火）
8 月 16 日（火） 
9 月 　6 日（火）

 9 月 20 日（火）

中
伏　見

8 月 4 日（木）
8 月 18 日（木） 
9 月 　1 日（木）

 9 月 15 日（木）

★�

高
齢
者
向
け
給
付
金
受
け
付
け
の
日
曜
窓

口
を
実
施
し
ま
す
。

●�

開
催
日
時
：
8
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

●�

開
催
場
所
：
役
場
本
庁
舎
1
階
福
祉
課
窓
口

■
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　

　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線
２
１
２
２
）

◆
「
緑
の
募
金
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

4
月
15
日
～
5
月
31
日
の
間
に
、
各
自
治

会
を
通
じ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に

よ
り
総
額
65
万
6
、
５
４
０
円
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

に
全
額
送
金
し
、
そ
の
一
部
が
御
嵩
町
緑
化

推
進
委
員
会
に
交
付
さ
れ
、
町
内
の
緑
化
推

進
事
業
へ
の
助
成
や
、
環
境
フ
ェ
ア
で
の
木

工
教
室
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
緑
の
募
金
事

業
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
緑
化
推
進
委
員
会

（
農
林
課
森
づ
く
り
係
内
）

　

担
当
：
林

は
や
し　
（
内
線 

２
２
３
７
）

◆
重
度
心
身
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　
　

  

社
会
参
加
助
成
制
度

　

身
体
な
ど
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

が
、
公
共
交
通
機
関
や
自
動
車
を
利
用
す
る

場
合
に
、
そ
の
費
用
を
一
部
助
成
し
、
社
会

へ
の
参
加
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
制
度
で
す
（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、

入
院
中
の
人
は
除
く
）。

●�

対
象
：
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2
級
、
療

育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
～
2
級
を
お
持
ち
で
、

御
嵩
町
に
在
住
の
人

●
助
成
額
：
月
額　

１
、０
０
０
円

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田
（
内
線 

２
１
２
２
）
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◆�

血
液
透
析
患
者
交
通
費
助
成
制
度

　

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
血
液

透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関

や
自
動
車
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

を
一
部
助
成
す
る
制
度
で
す
（
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人
、
入
院
中
の
人
は
除
く
）。

●�

対
象
：
じ
ん
臓
機
能
障
害
1
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
ち
、
御
嵩
町
に
在
住
の
人

●�

助
成
額
：
月
額　

１
、０
０
０
円

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田

（
内
線 

２
１
２
２
）

◆
交
通
事
故
に
よ
る

被
害
者
へ
の
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
た
め
、「
常
時
」
ま
た
は
「
随ず

い
じ時

」

の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
に
、
介
護
料
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。
自
動
車
事
故
で
あ
れ

ば
、
自
損
事
故
で
あ
っ
て
も
、
事
故
日
か
ら

年
数
が
か
な
り
過
ぎ
て
い
て
も
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

●�

支
給
条
件
：

　

◎�

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
施
設
に
入
居
し

て
い
な
い
人

　

◎�

家
族
で
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
年
収

が
1
、
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

●�

支
給
月
額
：
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

（
共
済
）
の
「
介
護
を
要
す
る
後
遺
障
害
」

等
級
に
よ
り
ま
す
。

　

◎�

第
1
級
1
号
・
2
号
の
常
時
介
護
の
人

　
　

月
額 

５
８
、５
７
０
円
～
１
３
６
、８
８
０
円

　

◎�

第
2
級
1
号
・
2
号
の
随
時
介
護
の
人

　
　

月
額 

２
９
、２
９
０
円
～
５
４
、０
０
０
円

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

■���

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
岐
阜
支
所

　

☎ 

０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
１
２
８

◆
交
通
遺
児
へ
の
育
成
金
の
無
利
子
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
保
護
者
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
場
合
や
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
家
庭

の
中
学
校
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
無

利
子
で
貸
し
付
け
を
お
こ
な
う
制
度
で
す
。

●�

貸
付
金
額
：
児
童
1
人
に
つ
き

　

◎
一
時
金　

１
５
５
、０
０
０
円

　

◎
月
額　
　
　

２
０
、０
０
０
円

●�

貸
付
金
利
：
無
利
子

●�
返
還
方
法
：
原
則
と
し
て
、
20
年
以
内
の

月
々
均
等
払
い

※�

高
校
・
大
学
に
進
学
さ
れ
る
場
合
は
、
在

学
期
間
中
の
返
還
が
猶ゆ

う
よ予

さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
卒
業
後
6
か
月
を
経
過
し
た
あ
と
に

返
還
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
岐
阜
支
所

　

�

☎ 

０
５
８
‐
２
６
３
‐
５
１
２
８

◆�

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

　
　
　

弔
慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）

　
　
　

～
申
請
は
お
済
で
す
か
？
～

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
意
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
に
支
給
し
ま
す
。

●�

対
象
：
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

広　

告
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て
い
ま
す
が
、
今
な
お
、
引
き
取
り
手
が
な

い
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
、
本
人
や
ご

家
族
で
も
構
い
ま
せ
ん
。心
当
た
り
の
人
は
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
】

◎�

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

◎�

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※�

通
貨 

… 

旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍

票
な
ど

※�

証
券
な
ど 

… 

支
那
事
変
割
引
国
庫
債

券
、
大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債
券
な
ど

■�
問
い
合
わ
せ
：
財
務
省
名
古
屋
税
関

　

監
視
部
監
視
通
関
部
門

　

☎ 
０
５
２
‐
６
５
４
‐
４
０
６
０

◆
８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
良
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
検
診

　

町
で
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の

歯
を
保
て
る
よ
う
、「
８
０
２
０
運
動
の
推

進
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

対
象
：
昭
和
11
年
8
月
31
日
以
前
生
ま
れ

で
、
20
本
以
上
自
分
の
歯
の
あ
る
人
（
介

護
保
険
等
の
利
用
の
な
い
人
）

●�

日
時
：
9
月
1
日
（
木
）

　

午
前
9
時
～
午
前
9
時
30
分
（
受
付
）

●�

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

※�

11
月
13
日
（
日
）
に
可
児
市
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー（
ア
ー
ラ
）で
表
彰
式
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線
２
１
９
２
）

広　

告

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
1
人
に
支
給
し
ま
す
。

◎
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
・・・

　

１
、�
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

人

　

２
、
戦
没
者
等
の
子

　

３
、�

戦
没
者
等
の
①
父
母 
②
孫 

③
祖
父

母 

④
兄
弟
姉
妹

　

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

　

４
、�１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

●�

支
給
内
容
：
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債

●
請
求
期
限
：
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

※�

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
権
利
が
無
く
な

り
ま
す
。
お
早
め
に
請
求
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
か
ら
裁
定
ま
で
目
安
と
し
て
１
年

か
ら
１
年
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■�

請
求
先
／
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会

福
祉
係 

担
当
：
金か

ね
こ子

（
内
線 

２
１
２
１
）

◆�

終
戦
当
時
、
引
揚
者
か
ら
お
預
か
り

し
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
返
還

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
た
人
た
ち
が
税
関
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
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【注意事項】
※当券 1 枚につき、5 名様 1 回限り使用可
※他の割引との併用は不可　　
※コピー及び団体利用不可
※当券を入園窓口にご提出ください。
※駐車場料金は、別途必要です。
※世界サル類動物園は別途料金必要です。
★�プールのご利用には、入園料のほかにプー

ル料金 800 円（2 才以上）が別途必要です。

日本モンキーパーク　☎ 0568-61-0870

✂

✂

　【注意事項】
※御嵩町民に限り、ご利用いただけます。
※当券 1 枚につき、5 名まで有効
※他の割引との併用は不可
※コピー及び団体利用不可
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さい。
※シルバー・高校生は証明が必要です。
※駐車場料金は、別途必要です。

野外民族博物館リトルワールド
☎ 0568-62-5611

✂

✂

海で安全に楽しく遊ぶためのお願い
○子どもからは絶対に目を離さないでください！
○ボートに乗るとき、防波堤で魚釣りをするときは
　大人も子どももライフジャケットを着用しましょう！
○風が強い日や海が荒れているときは、海に近付かない！
○連絡手段の確保！
　防水パック等に入れた携帯電話を持ちましょう！
○海の事故は１１８番に電話速報！

◆問合わせ先：名古屋海上保安部
　052 － 661 － 1615
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◆
町
有
林
「
茸こ

け
や
ま山

」
の
入
札
案
内

●�
日
時
：
9
月
1
日
（
木
）
午
後
5
時
30
分
～

※�
昨
年
度
は
午
後
１
時
30
分
で
し
た
が
、
参
加
者

の
増
加
を
図
る
た
め
時
間
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

●�

場
所
：
役
場
北
庁
舎 

3
階
大
会
議
室

●�

対
象
：
町
内
に
在
住
し
て
い
る
人

　

※
未
成
年
者
を
除
く
。

●�

採
取
期
間
：
9
月
24
日
（
土
）
～

11
月
14
日
（
月
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
森
づ
く
り
係

　

担
当
：
林

は
や
し　
（
内
線 

２
２
３
７
）

催
　
し

◆
平
和
の
祈き
が
ん願
祭さ
い

　

８
月
15
日
の
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
に
合
わ
せ
て
、
先
祖
の
慰い

れ
い霊

と
永
遠
の
平
和
を
願
う
「
平
和
の
祈
願
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
8
月
15
日
（
月
）　

正
午
～

　

※
雨
天
決
行

●�

場
所
：
平
和
の
聖
母
マ
リ
ア
像

　
（
謡
坂
地
内
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
観
光
協
会
事
務
局

（
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
）

　

担
当
：
井い

の
う
え上

（
内
線 

２
２
３
５
）

◆
御
嵩
町
「
教
育
の
集
い
」

　

教
育
委
員
会
で
は
、
御
嵩
町
の
教
育
を
広

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め「
教
育
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
：
8
月
23
日
（
火
）

　

午
前
9
時
～
午
前
11
時
40
分

●�

場
所
：
役
場
北
庁
舎
3
階
大
会
議
室

●�

内
容
：
御
嵩
町
の
教
育
に
つ
い
て
・
教
育

委
員
会
表
彰
・
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
・

教
育
講
演
会 

な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
：
教
育
委
員
会
教
育
セ
ン

タ
ー　

担
当
：
田た

な
か中

（
内
線 

２
２
７
１
）

�

◆
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
入
園
割
引

　

モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
の
プ
ー
ル
「
水
の
楽
園

モ
ン
プ
ル
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
御
嵩
町
の

み
な
さ
ん
を
特
別
料
金
で
優
待
し
ま
す
。

●
優
待
期
間
：
8
月
31
日
（
水
）
ま
で

【
プ
ー
ル
の
ご
案
内
】

�

◎�
営
業
日
：
9
月
4
日
（
日
）
ま
で
の
毎
日　

※
9
月
1
日
・
2
日
は
除
く

◎�

営
業
時
間
：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　

※
曜
日
に
よ
る
変
更
あ
り

◎�

プ
ー
ル
料
金
：
8
０
０
円

　

※�

2
才
以
上
。
入
園
料
別
。
の
り
ほ
う
だ

い
券
・
の
り
も
の
券
使
用
不
可
。

◎�

内
容
：
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
埋
も
れ
た
古
代

文
明
」
を
テ
ー
マ
に
、
流
れ
る
プ
ー
ル
が

一
新
。
浅
瀬
プ
ー
ル
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
な
ど
も
新
登
場
！
こ
の
夏
は
、

新
装
モ
ン
プ
ル
を
家
族
で
お
得
に
楽
し
も

う
♪

☆�

詳
し
く
は
、
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.japan-
m

onkeypark.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク

　

☎ 

０
５
６
８
‐
６
１
‐
０
８
７
０

��

◆
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
入
館
割
引

　

野
外
民
族
博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で

は
、
夏
季
限
定
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
御
嵩
町
の
み
な
さ
ん
を
優
待
し
ま
す
。

●
優
待
期
間
：
8
月
31
日
（
水
）
ま
で

●
優
待
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　
【
ワ
ー
ル
ド
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
】

◎�

開
催
期
間
：
9
月
4
日
（
日
）
ま
で

◎�

内
容
：
夏
に
ぴ
っ
た
り
世
界
の
ア
イ
ス
が

大
集
合
！
バ
ラ
の
形
を
し
た
ト
ル
コ
の
、

の
び
～
る
ア
イ
ス
“
ド
ン
ド
ル
マ
”
な
ど
、

見
た
目
も
か
わ
い
い
、
食
べ
た
ら
お
い
し

い
♪
世
界
の
つ
め
た
～
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
て
、
暑
い
夏
を
楽
し
も
う
★

【
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
】

◎�

開
催
期
間
：
8
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）、

11
日
（
木
・
祝
）
～
15
日
（
月
）、19
日
（
金
）

情 報 ガ イ ド

～
21
日
（
日
）、26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

◎�

営
業
時
間
：
午
後
9
時
ま
で

　

※�

午
後
4
時
以
降
は
、
入
館
料
半
額
、
駐

車
場
代
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◎�

内
容
：
毎
年
恒
例
ナ
イ
タ
ー
営
業
「
サ

マ
ー
ナ
イ
ト
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
開
催
！
ナ

イ
タ
ー
限
定
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ

に
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
花
火
シ
ョ
ー
な
ど

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
★
リ
ト
ル
ワ
ー

ル
ド
の
夏
祭
り
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

☆�

詳
し
く
は
、
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.littlew
orld.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

　

野
外
民
族
博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

　

☎ 

０
５
６
８
‐
６
2
‐
５
６
１
１

☆
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

日本モンキーパーク　入園料特別割引券
（御嵩町）

【入園料】
　おとな（中学生以上）　 700 円
　　（通常 1,100 円）　　　　　　　　　　　　名
　こども（2 才～小学生） 300 円　
　　（通常 600 円）　　　　　　　　　　　　名

●有効期間：平成 28 年 8 月 1 日（月）～
8 月 31 日（水）

※裏面の注意事項をよくお読みください。
◎この券を切り取って、使用してください。

✂

✂

☆
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

リトルワールド　町民入館割引券
（御嵩町）

【入館料】
　大人　　　　　　　  800 円（通常 1,700 円）
　シルバー（65 才以上）          600 円（通常 1,300 円）
　高校生� 500 円（通常 1,100 円）
　小・中学生� 300 円（通常 700 円）
　幼児　　　　　　　  150 円（通常 300 円）

●有効期間：平成 28 年 8 月 1 日（月）～
　　　　　　　　　　　　　８月 31 日（水）
◎この券を切り取って、使用してください。

✂

✂
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◆
障
が
い
者
就
職
合
同
面
接
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、「
中
濃
地
域
障
が

い
者
就
職
合
同
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治

見
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
9
月
28
日
（
水
）

　

午
後
0
時
45
分
～
午
後
4
時
30
分

●�

場
所
：
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ 

多
目
的
ホ
ー

ル
（
関
市
若
草
通
2
‐
1
）

●
対
象
：

　

◎�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
障
が
い
者
と
し
て
、

仕
事
探
し
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

人
ま
た
は
予
定
し
て
い
る
人

　

◎�

来
春
、
学
校
を
卒
業
予
定
の
人
で
就
職

を
希
望
さ
れ
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
ま
た
は
取
得
予
定
の
人

●
参
加
費
：
無
料

●�

参
加
企
業
：
中
濃
地
域
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

関
・
美
濃
加
茂
・
岐
阜
八
幡
・
多
治
見
の

管
轄
地
域
）
に
あ
る
企
業
28
社
（
予
定
）

●�

申
込
方
法
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
３
３
８
４

◆
公
正
採
用
選
考
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
啓
発
研
修
会

　

企
業
等
の
採
用
活
動
に
お
い
て
、
応
募

者
の
適
性
と
能
力
に
伴
う
公
正
な
採
用
選

考
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に

情 報 ガ イ ド

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
・
場
所
：

◎
美
濃
加
茂
会
場　

9
月
2
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

　

美
濃
加
茂
文
化
の
森　

緑
の
ホ
ー
ル

◎
土
岐
会
場　

9
月
8
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

　

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐　

多
目
的
大
ホ
ー
ル

●
参
加
費
：
無
料

●�

申
込
方
法
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
３
３
８
４

講
　
座

◆
屋
外
広
告
物
講
習
会

　

岐
阜
県
、
お
よ
び
岐
阜
市
で
は
、
屋
外
広

告
の
表
示
や
設
置
に
関
し
て
、
必
要
な
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
：
9
月
29
日
（
木
）

　

�

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
（
受
付
午
前

9
時
～
）

�

●�

場
所
：
岐
阜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
階
大
研
修
室
）

●�

対
象
：
屋
外
広
告
業
務
に
従
事
し
て
い

る
、
ま
た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

●�

定
員
：
１
０
０
名
（
先
着
順
）

●�

受
講
料
：
３
、０
０
０
円

●�

申
込
方
法
：
岐
阜
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.city.gifu.
lg.jp/2990.htm

)

か
ら
受
講
申
込
書
を

入
手
の
う
え
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●�

申
込
期
限
：
8
月
31
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
当
日
消
印
有
効
）

※�

使
用
テ
キ
ス
ト
「
屋
外
広
告
の
知
識
」（
第

四
次
改
訂
版
）
は
有
料
、
当
日
会
場
で
販

売
し
ま
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課

　

☎ 

０
５
８
‐
２
６
５
︲
３
９
８
５

募
　
集

◆
可
児
・
御
嵩
「
発
明
く
ふ
う
展
」

　

岐
阜
県
発
明
協
会
可
児
支
会
で
は
、
今
年

も
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
発
明
考
案
品
の

募
集
を
し
て
、「
第
34
回 

可
児･

御
嵩 

発

明
く
ふ
う
展
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
9
月
3
日
（
土
）
／
4
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　

※
4
日
（
日
）
は
午
後
4
時
ま
で

●�

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
‐
１
）

【
募
集
部
門
】

　

◎
第
1
部
門
：
一
般
の
発
明
考
案
の
部

　

◎�

第
2
部
門
：
児
童
・
生
徒
の
く
ふ
う
の
部

　

◎
第
3
部
門
：
児
童
・
生
徒
の
絵
画
の
部

　

◎
特
別
部
門
：
事
務
所
・
事
業
所
の

発
明
考
案
の
部

【
応
募
に
つ
い
て
】

　

応
募
作
品
は
、
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ

で
製
作
し
た
も
の
（
設
計
図
面
の
み
の
作
品

は
無
効
）。
第
2
部
門
・
第
3
部
門
は
、
小
・

中
学
校
を
通
し
て
の
応
募（
高
校
生
を
除
く
）

と
な
り
ま
す
。

●�

申
込
書
の
提
出
先
：
ま
ち
づ
く
り
課

●�

申
込
書
の
提
出
期
限
：

　

8
月
30
日
（
火
）　

午
後
5
時
ま
で

【
作
品
の
搬
入
日
時
／
搬
入
先
】

　

◎�

第
1
部
門
～
第
3
部
門
：

　
　

8
月
31
日
（
水
）
午
後
3
時
～
午
後
5
時

　

◎
特
別
部
門
：
9
月
1
日
（
木
）

　
　

午
後
3
時
～
午
後
5
時

●�

搬
入
先
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係

　

担
当
：
北き

た
だ田
（
内
線 

２
２
３
５
）
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災害時の緊急情報も…

ＦＭらら
76.8 ＭＨｚ

♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp

FAX　0574-50-2882
郵便　〒 509-0294　FM らら
※郵便番号だけで届きます

災害のときも安心ラジオ『ＦＭらら』
～これからも御嵩ミーモスタジオから～

　ＦＭららは平成 28 年 7 月 24 日に開局 4 周年、御嵩ミーモスタジオは
3 周年を迎えました。ここまで歩んで来られたのは、地域のみなさんのご
支援ご協力のおかげです。
　これからもＦＭららは、過去の豪雨災害や震災を教訓に、地域の安心・
安全のためになくてはならない放送局として、地元から情報を発信し続け
ます。

＜御嵩ミーモスタジオ＞
御嵩宿「なかや」さんの中にあります。
毎週火曜日 朝 7 時～ 9 時「モーニングライン火曜日」生放送
※番組内、7 時 20 分～ 40 分「よってりゃあ みたけ情報局」（御嵩町提供）

☆☆ ＦＭららは「ラジオ」「スマートフォン」「パソコン」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で聴くことができます ☆☆
　詳しくはＦＭららのホームページ（http://fm768.jp）をご覧ください

FM らら専用
ＱＲコード

※スマートフォン用無料
アプリのダウンロードは
こちらから　　　　　↓

■��問い合わせ：
　企画課秘書広報係　担当：山

や ま だ

田（内線 2200）
　FM らら　☎ 50-2080

変わりたい！　そんなあなたを応援します！
岐阜県若者サポートステーション可児サテライト

　岐阜県若者サポートステーションとは 15 歳から
概ね 40 歳未満のニート状態の若年者とその保護者、
高校中退者、進路に悩む在学あるいは、中退などを
考えている人などの進路・職業的自立をサポートす
るワンストップセンターです。
　就活サークル、コミュニケーショントレーニング、
若年無業者等集中訓練プログラムなどの利用は全て
無料です！

相談日：毎週水曜日　午前 9 時 30 分～午後 5 時
　　　（相談開始は 10 時から）
　　　１組　50 分　相談無料・予約制
サークル：第２・４水曜日　午前 10 時～正午
会　場：可児市下恵土 5166-1
　　　　可児市総合会館分室　2 階
■申込先／問い合わせ：
　岐阜県若者サポートステーション
　☎　058-216-0125
　メール　gifusapo@icds.jp

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
「
第
21
回
御
嵩
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
10
月
2
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
9
時
～
（
受
付
開
始
）

●�

場
所
：
①
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　
　
　

②
上
之
郷
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　

③
向
陽
中
学
校
体
育
館(
予
定)

●�

参
加
資
格
：
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人
、
ま
た
は
町
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
登

録
し
て
い
る
人
（
中
学
生
以
上
）

●
参
加
料
：
１
チ
ー
ム　

１
、０
０
０
円

※�

申
込
み
後
の
参
加
取
消
し
の
場
合
は
、
参

加
料
を
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※�

本
年
度
は
フ
リ
ー
の
部
の
み
の
開
催
と
し

ま
す
。

●�

申
し
込
み
期
間
：
8
月
9
日
（
火
）
～

9
月
11
日
（
日
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

担
当
：
小こ

い
け池　

☎
６
７
︲
５
１
９
６
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� 保健センターだより �
【 9 月の行事予定 】

■問い合わせ：保健センター
67-2111　ＦＡＸ 67-2118

★�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり
次第、受付を終了させていただきます。

★母子保健
行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30 妊婦

保健センター

妊婦歯っぴー教室 15 日（木）／ 受付 13：15 ～ 13：30 妊婦・夫

育児相談 15 日（木）／ 受付 9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

赤ちゃんサークル
＜予約制＞

13 日（火）／ 受付 9：30 ～ 9：45
◎申込期限：9 月 6 日（火）まで 平成 28 年 5 月・6 月生まれ

パクパク相談   6 日（火）／ 受付 14：00 ～ 14：15 平成 28 年 2 月生まれ

10 か月児相談   9 日（金）／ 受付 9：15 ～ 9：45 平成 27 年 10 月生まれ

1 歳 6 か月児健診 27 日（火）／ 受付 13：15 ～ 13：30 平成 27 年 1 月・2 月生まれ

2 歳児歯科健診   1 日（木）／ 受付 13：15 ～ 13：30 平成 26 年 7 月・8 月生まれ

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00 ～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談
＜予約制＞

5 日（月）
　　　13：30 ～ 15：30

★�相談日の午前中までに保健センターへ申し
込みください。　＜定員：3 名＞

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターにお問い合わせください。

予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

4 種混合 21 日（水）／保健センター
　　　13：45 ～ 14：15�

◎平成 28 年 5 月生まれ
◎ 7 歳半未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

2 種混合 21 日（水）／保健センター　
　　　13：45 ～ 14：00

◎ �11 歳から 13 歳未満で 2 種
混合未接種

★ ��9 月 12（月）～ 9 月 16 日（金）に
保健センターへお申し込みください。
受付時間：8：30 ～ 17：15

BCG  6 日（火）／保健センター
　　　13：00 ～ 13：20�

◎平成 28 年 2 月生まれ
◎ 1 歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

3 種混合
不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへお問い合わせください。

★検診
検診名 日にち／開催場所 対 象

歯周病検診
◎自己負担金：500 円

検診期間：9 月～ 11 月末
／町内指定歯科医院

平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日の間に、
20,25,30,35,40,45,50,55,60,65,70 歳になる人

◎ 3 月の検診受診希望台帳で歯周病検診を希望された人には、8 月末に郵便でご案内します。
◎案内が届かなかった人で検診を希望される対象者は、検診期間内に保健センターへ電話で申し込みください。

麻しん風しん
混合 1 期 13 日（火）／たはら心臓血管

クリニック
　　　13：30 ～ 14：00
＜予約制：定員 10 名＞

◎平成 27 年 8 月生まれ
◎ 2 歳未満で 1 期未接種 ★ ��8 月 29 日（ 月 ） ～ 9 月 2 日（ 金 ）

に保健センターへ申し込みください。
受付時間：8：30 ～ 17：15麻しん風しん

混合 2 期

◎�平成 22 年 4 月 2 日生まれ～
平成 23 年 4 月 1 日生まれで
2 期未接種

水痘
（みずぼうそう）

26 日（月）
／桃井病院 14：00 ～ 15：00
＜予約制：定員 15 名＞

◎ 1 歳から 3 歳未満で未接種
★ �9 月 12（月）～ 9 月 16 日（金）に

保健センターへ申し込みください。
　 受付時間：8：30 ～ 17：15
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8 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

  1 日（月）、8 日（月）、15 日（月）
～ 17 日（水）、22 日（月）、26 日（金）
29 日（月）
※ 8 月 11 日（木・祝）は開館します。

◆「夏休み読書感想文はこの本！」展
◦��期間：8 月25日（木）まで
◦�場所：1 階 エントランスホール

◆ キッズシアター
　「一つの花」
◦日時：8 月 20 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 25 分
◦場所：1 階 研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「真珠湾からの帰還」
◦日時：8 月 21 日（日）
　午後 2 時〜午後 3 時 30 分
◦場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。
◦�日時：8 月 13 日（土）・27 日（土）
　※ �8 月 6 日はよってりゃあみた

けのため、おやすみします。
　午後 2 時〜午後 2 時 30 分
◦場所：おはなしのへや

※ 資料燻蒸による休館
　�　8 月 15 日（月）～ 17 日（水）

は資料燻蒸のため休館します。

◆研修室を開放します！
　8月28日（日）までの夏休み期間、
学習のために研修室を開放します。
※会議などで使用できない日もあります
ので、研修室開放カレンダーや電話など
でご確認ください。

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
※ 8 月はおやすみします。

◆ 中山道みたけ館企画展・岐阜県
　博物館移動展
　「弥生から古墳へ～可児・加茂　
　地域の墳墓と集落～」
◦�期間：8 月 21 日（日）まで
◦�場所：2 階 特別展示室

◆ 御嵩町文化協会発表会
◦�日時：8月27日（土）～9月11日（日）
◦場所：2 階 特別展示室
◦�内容：写真、水墨画、伊勢型紙

などを展示します。

★ ★　8 月の予定　★ ★

開
館
時
間

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
  http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704

中 山 道
み た け 館
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＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
★閉館日：9 日（火）・11 日（木）～ 15 日（月）

4 日（木）風鈴つくり
� 午後 1 時 30 分～
5 日（金）絵手紙講座

� 午後 1 時 30 分～
19 日（金）夏のお楽しみ会
� 午前 10 時～午後 3 時

23 日（火）・24 日（水）貯金箱つくり
� 午後 1 時 30 分～

あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2
☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　平成 28 年度の親子教室の申し込み受付中。ぽっぽか
んへお申込みください。※町内在籍親子対象
　　

★“プールあそび”
　開催日：8 月 2 日（火）・8 月 9 日（火）
　8 月 23 日（火）・8 月 30 日（火）
　時間：午前 9 時 30 分～午前 11 時
　＊午前 10 時 45 分までに受付して下さい。
　持ち物：水着、プール用紙おむつ、タオル、ビニール袋

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
　◆日時：8 月 18 日（木）・19 日（金）
　午前 9 時 30 分～午前 11 時 20 分

★“誕生日会”　8 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：8 月 31 日（水）　
　　午前 11 時 30 分～（受付は 11 時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　支援室では毎日絵本の読み聞かせをしています。
　◆時間：午前 11 時 30 分～
　※�絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”
　　平成 28 年度のあそびの広場の申し込み受付中！
　参加する保育園を決めて、各保育園かぽっぽかんへ
　お申込みください。　＜ 8 月の予定＞
　上之郷保育園 25 日（木）／御嵩保育園 18 日（木）
　 中保育園 　  3 日（水）／伏見保育園 4 日（木）

★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：8 月 3 日（水）午前 10 時～午前 11 時 30 分
　◆�場所：上之郷保育園内子育てサロン　（持ち物：水筒、

着替え、水着、プール用紙おむつ、タオル、ビニール袋）

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 8 月の予定★★

ぽっぽかん

申

参

申

参

 み
んなの笑顔が集う場所

＜中児童館＞
★閉館日：9 日（火）・11 日（木）～ 15 日（月）

4 日（木）絵手紙講座� 午後 1 時 30 分～
5 日（金）キラキラステンドグラス

� 午後 1 時 30 分～
18 日（木）・19 日（金）
　　　　　　　夏のお楽しみ会
� 午前 10 時～午後 3 時 30 分

26 日（金）ピザ風パン作り
午前の部　午前 10 時 30 分～
午後の部　午後 1 時 30 分～

小

参

… 小学生以上

館童児

小

参

小

参

申

参

申

参

申

参

小

参

◎りんごコース
　平成 25 年 4 月 2 日～
　26 年 4 月 1 日生まれ
◎ 9 月  2 日：コーナー遊び
◎ 9 月 23 日：保健師の話

◎さくらんぼコース
　平成 26 年 4 月 2 日～
　27 年 4 月 1 日生まれ
◎ 9 月  5 日：スタンプ遊び
◎ 9 月 26 日：運動遊び

（持ち物：シールノート・お茶、大判のハンカチ、タオルなど）

小

参

小

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

小

参

申

参

申

参

小

参＜中・伏見児童館合同行事＞
9 日（火）夏休みお楽しみ劇場 2016

◎演目：「森のともだち」（劇団 むう）
◎開演：午後 1 時 30 分～（開場は午後 1 時 15 分）
◎場所：中公民館 3 階大ホール
★�チケット（3 歳以上、100 円）は、各児童館で

販売しています。
★�上之郷公民館、伏見公民館から送迎バスが出ます。
（※バス利用をご希望の人は予約してください）

申

参

申

参

29 ほっと みたけ　2016.8
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＜ 平成 28 年 6 月受付分（敬称略）＞お悔やみ
　申し上げます

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

髙
た か み

見 妃
ひ あ ら

彩 空 （西 田）直 哉
麻名実

日
ひ び の

比 野 楓
ふう

（ 宿 ）芳 樹
姫 実

石
い し い

井 克
か つ や

弥 （顔 戸 南）宏 明
智 絵

田
た な か

中　 蘭
らん

（長 瀬）基 貴
茜

島
しまむら

村 怜
りょうせい

青 （岐 阜 市）将 晴
美 央

岩
い わ い

井 環
か ん な

奈 （ 顔 戸 北 ）陽一朗
優 希

三
み つ や

矢 楓
ふ う か

夏 （ 本 郷 ） 卓
恵 里

安
あ べ

部惟
い お り

乙吏 （ 新 町 ）秀 幸
光 里

　  人の動き（2016.7.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,702 人（＋ 3）
　　　 男　 9,314 人（＋ 1）
　　　 女　 9,388 人（＋ 2）
　　 世帯 7,184 世帯（＋ 15）
　　出生   9 人    死亡   18 人
　　転入 62 人    転出 50 人

戸籍の窓から

　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

小 栗 文 子  95 歳（本 郷）小 栗 　 修

市 原 昭 宏  77 歳（愛 宕 町）市 原 博 司

永 瀬 正 晴  69 歳（春 日 町）永 瀬 　 聡

兼 氏 一 典  87 歳（若宮町 2）兼 氏 孝 典

伊左治英代  90 歳（新 木 野）伊左治明治

永 瀨 　 律  86 歳（十日市場）永 瀨 征 夫

吉 田 政 治  90 歳（昭 和 町）吉田好太郎

平 井 房 子  80 歳（長 瀬）平 井 礼 一

木 村 仁 一  77 歳（大 久 後）木 村 一 彦

加 藤 貞 子  90 歳（愛 宕 町）加 藤 知 明

梅田ふし江 100 歳（新 町）梅 田 　 勇

蓑 島 高 司  67 歳（西 田）蓑 島 悟 司

　この欄は、町に戸籍の届出をされ、
掲載を希望された人のお名前を紹介
しています。

ご結婚
　　おめでとう

（
婚姻者名　　　 自治会名

松木啓太郎 （南山台西）

加 藤 里 絵 （愛 知 県）

今 井 健 太 （栢 森）

髙 井 智 子 （可 児 市）

田 中 健 嗣 （ 洞 ）

田 口 沙 己 （可 児 市）

鳥 居 健 汰 （古 屋 敷）

水 野 桃 花 （古 屋 敷）

窵　 正 燦 （海 外）

伊 達 夏 美 （南山台西）

塚 脇 真 志 （本 郷）

山 本 彩 香 （滋 賀 県）

有 尾 将 成 （愛 知 県）

田 口 友 巳 （稲 荷 台）

山 中 智 史 （多治見市）

田 口 　 絢 （西 町）

■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係
　掛

か け ふ

布（内線 2105）

（

（
（

☆★☆★☆★ 家庭教育学級だより（8 月）☆★☆★☆★

　教育委員会では、『第 14 回 愛の絵手紙＆一行詩』を開催します。家族への願いや、感謝の気持ち、
大切な人へ伝えたい思い、絵手紙や一行詩にしてみませんか。ぜひご応募ください。

●�応募方法：4 地区公民館・中山道みたけ館・ぽっ
ぽかん・御嶽宿わいわい館・生涯学習課、各児童館、
町内各小中学校に置いてある応募はがきで制作し、
各館に設置してある応募箱に投函してください。

　※応募は、1 人１点です。
●応募期限：8 月 31 日（水）まで
●展示期間：10 月 1 日（土）～ 10 月 21 日（金）
●展示場所：中山道みたけ館　1 階エントランスホール

▲ 昨年の「絵手紙」作品

　　★�絵手紙を楽しく体験する
　　　『絵手紙レッスン』を開催します！

●日時：8 月 21 日（日）午前 10 時～午後 3 時
●場所：中山道みたけ館 2 階ロビー

※�詳細は、生涯学習課にお問い合わせください。
■問い合わせ：生涯学習課生涯学習係
　担当：山

や ま だ

田（内線 2267）

※�応募作品は、11 月以降に宛先に発送します。
※�描きたい素材があればお持ちください。（野菜や果物

は描きやすいです）

（
（
（
（

[　　　　　　　　　　　　　　　　　]★�乳幼児期家庭教育学級は 8 月は夏休み
です。入級申し込みは、随時受け付け
ています。
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戦
後
「
人
間
宣
言
」
を
さ
れ
て
以
降
、

人
と
し
て
の
天
皇
の
あ
り
か
た
を
追
求

さ
れ
る
姿
は
、
被
災
地
や
施
設
訪
問
な
ど

で
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
で

一
番
自
由
の
な
い
、
多
く
の
公
務
を
果

た
し
て
お
ら
れ
る
82
歳
と
も
い
え
ま
す
。

　

国
会
で
は
、
開
会
の
前
に
お
言
葉
を
述

べ
ら
れ
、
国
務
大
臣
や
副
大
臣
就
任
の

際
に
は
、
親し

ん
に
ん
し
き

任
式
に
臨
ま
れ
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
一
大
臣
の
交
代
で
あ
れ
、

昼
夜
時
間
を
問
わ
ず
親
任
式
は
挙
行
さ

れ
ま
す
。

　

日
本
に
は
天
皇
制
に
つ
い
て
多
く
の

議
論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

政
権
交
替
が
成
っ
た
際
、
天
皇
制
に
否

定
的
で
あ
っ
た
閣
僚
で
す
ら
親
任
式
で

は
、
思
わ
ず
深
々
と
頭
を
下
げ
た
と
い

い
ま
す
。
天
皇
と
は
そ
の
よ
う
な
存
在

な
の
で
し
ょ
う
。
今
後
、
生
前
退
位
に

つ
い
て
は
法
整
備
な
ど
議
論
が
深
ま
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
時
間
を
か
け
る
べ

き
問
題
と
、
結
論
を
急
ぐ
べ
き
問
題
を

明
確
に
分
け
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
し
て
象

し
ょ
う
ち
ょ
う徴

天て
ん
の
う皇

と
な
ら
れ
た
の

で
す
か
ら
、
余
生
を
楽
し
む
権
利
も
有

し
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
一
定
の
年

齢
を
迎
え
ら
れ
た
と
き
、
退
位
を
選
択

で
き
る
法
整
備
は
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、「
人
間
宣

言
」
を
さ
れ
た
際
に
考
え
て
お
く
べ
き

事
案
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

7
月
14
日
執
筆

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
都
知
事
選
を
前

に
一
部
報
道
で
、
東
京
都
民
の
税
が
地

方
に
配
分
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
が
11
・

51
ポ
イ
ン
ト
に
あ
り
、
18
歳
と
19
歳
に

は
そ
の
数
字
以
上
の
差
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

以
前
こ
の
稿
で
、
東
京
都
の
出
生
率
は

全
国
最
下
位
で
、
出
生
数
よ
り
死
亡
者

数
の
方
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
毎
年

7
万
人
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
7
万
人
は
、
18

歳
で
春
を
迎
え
た
若
者
た
ち
が
大
半
で

あ
る
こ
と
は
想
像
に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

18
歳
で
今
回
の
参
院
選
を
迎
え
た
若
者

た
ち
は
、
高
校
で
選
挙
権
を
得
る
こ
と

を
学
ん
だ
学
生
や
社
会
人
と
現
役
高
校

生
た
ち
で
す
。

　

私
は
そ
の
中
で
も
4
月
か
ら
た
っ
た

3
か
月
と
10
日
で
18
歳
に
な
っ
た
現
役

高
校
生
の
投
票
率
は
圧
倒
的
に
高
か
っ

た
と
推す

い
さ
つ察

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
社

会
人
、
大
学
生
と
し
て
選
挙
に
備
え
て

住
民
票
の
移
動
の
必
要
性
を
理
解
し
て

い
た
と
も
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

11
・
51
ポ
イ
ン
ト
の
差
は
若
者
の
居

住
地
の
変
更
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
我
が
家
か
ら
の
巣
立
ち
は
、

地
方
か
ら
の
巣
立
ち
を
意
味
し
ま
す
。

　

地
方
か
ら
は
決
し
て
少
な
く
な
い
授

業
料
や
、
生
活
費
が
仕
送
り
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
若
者
た
ち
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
き
手
と
な
り
貢

献
し
、
そ
の
後
、
真
の
納
税
者
と
し
て

選　
　

挙

　

参
院
選
も
終
了
し
現
在
は
、
東
京
都
知

事
選
告
示
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
院
選
は
、
以
前
か
ら
マ
ス
コ
ミ
報
道

が
さ
れ
て
い
た
内
容
と
大
き
な
誤
差
の

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
選
挙
に

関
わ
る
立
場
で
あ
り
、
投
票
率
を
高
く
す

る
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

関
わ
る
立
場
で
い
う
な
ら
、
早
い
時
期

か
ら
そ
の
情
勢
が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
に

は
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
が
、
逆
に
投
票

率
を
高
く
し
た
い
立
場
で
は
、
あ
ま
り
に

正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
情
勢
の
報
道

は
、
投
票
の
必
要
性
を
低
く
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。

　

も
の
ご
と
に
は
光
を
受
け
る
部
分
も

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
陰
も
作
り
出
さ

れ
ま
す
。
相
反
す
る
現
象
を
意
識
し
多
面

的
に
見
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
報
道
の
あ
り
か
た
と
は
難

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
院
選
で
は
、
国
政
選
挙
で
は

初
と
な
る
18
歳
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
誰
も
が
そ
の
投
票
率
に
注
目

し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
結
果
は
、

全
体
投
票
率
を
９
・
25
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

45
・
45
％
。
内
訳
は
18
歳
が
51
・
17
％
、

19
歳
は
39
・
66
％
で
し
た
。

　

私
は
18
歳
と
19
歳
と
の
投
票
率
の
差

11
・
51
ポ
イ
ン
ト
に
思
い
を
馳は

せ
る
方

に
東
京
都
知
事
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

町 長 月 記

そ
の
ま
ま
都
会
に
居
住
し
、
社
会
人
と

し
て
活
躍
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え

ま
す
。
東
京
ひ
と
り
勝
ち
は
、
当
然
の

こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

人
の
流
れ
は
川
の
流
れ
と
同
じ
で
す
。

6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、
東
京
で
は

渇か
っ
す
い水

の
懸け

ね
ん念

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
映
像
に
は
水み

ず

瓶が
め

と
な
る
ダ
ム
湖

は
映
さ
れ
ま
す
が
、
視
点
が
山
に
向
か

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
、
東
京
都
知
事
に
は
視
点
が
、

山
に
向
か
う
人
、
若
者
を
送
り
出
し
続

け
て
い
る
地
方
に
向
け
ら
れ
る
バ
ラ
ン

ス
感
覚
や
、
セ
ン
ス
を
有
し
た
人
に
当

選
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

生
前
退
位

　

元
来
、
横
着
者
の
私
は
、
ど
の
よ
う

な
立
場
、
肩
書
の
人
に
会
っ
た
と
し
て

も
、
他ひ

と人
の
い
う
「
オ
ー
ラ
」
な
る
も

の
は
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
直
近
で
の
天
皇
皇
后
両
陛

下
拝は

い
え
つ謁
の
機
会
が
2
回
あ
り
、
い
ず
れ

の
時
も
強
い
「
オ
ー
ラ
」
と
い
わ
れ
る

も
の
を
生
ま
れ
て
初
め
て
目
に
し
、
そ

し
て
感
じ
、
思
わ
ず
姿
勢
が
改
ま
っ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
存
在
の
今

上
天
皇
が
、
昨
夜
生
前
退
位
の
意
向
を

お
持
ち
で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
本

日
7
月
14
日
の
新
聞
は
全
紙
一
面
で
の

扱
い
と
な
り
ま
し
た
。
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表　

紙　

か　

ら

　

6
月
末
、
町
内
の
保
育
園
・
幼

稚
園
で
、
七
夕
飾
り
の
設
置
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
み
た
け
幼
稚

園
の
年
長
児
の
み
な
さ
ん
が
、
七

夕
の
飾
り
つ
け
を
し
て
い
る
よ
う

す
で
す
。
園
児
た
ち
は
短
冊
の
裏

に
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
か
わ
い
ら

し
い
お
願
い
を
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
笹
に
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

笹
に
は
、
名
鉄
広
見
線
に
乗
っ

た
園
児
の
似
顔
絵
が
飾
ら
れ
た

り
、
ク
ラ
ス
の
壁
面
に
も
広
見
線

が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
笹
は
、
御
嵩
口
駅
に
飾
ら

れ
、
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
願
い
が
、

か
な
う
と
い
い
で
す
ね
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。
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行
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8 月号

み　た　け　スマイル  キッズ 子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

【募集】みたけスマイルキッズに掲載を希
望する、町内在住で 10 月に 1 ～ 3 歳の
誕生日を迎えるお子さんを募集します。
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/ 紹介文（30文字

程度）
◎�掲載申込方法：名前、住所、電話番号、

誕生日と写真データ、紹介文を添えて、
Ｅメールなどでお申し込みください。

◎申込期限：8 月 25 日（木）
■�申込先／問い合わせ：企画課秘書広報係
　（内線 2222）
　�Ｅメール : kouhou@town.mitake.lg.jp
※応募多数の場合は抽選になります。

�

Cooking!Let's

【材 料】（4 人分）
豚ロース薄切り       200g
おろし生姜� 小さじ 1/2
おろしにんにく� 小さじ 1/2
しょうゆ・みりん� 各小さじ 1
酒� 大さじ 1
こしょう� 少々
ごま油� 小さじ 1
にんじん� 1/4 本
玉ねぎ� 1/2 個
もやし� 1/2 袋
にら� 50g
しょうゆ� 大さじ 1
ウスターソース� 小さじ 1
赤味噌� 小さじ 1
砂糖� 大さじ 1
トウバンジャン� 少々
片栗粉� 小さじ 1
白ごま� 小さじ 1

今月の健康料理「野菜いっぱいの焼き肉」
【作り方】
①�豚肉は 3 ㎝幅にカットし、Ａの調味料に

30 分位、漬けこんでおく。
②�玉ねぎは 3 ㎜幅にスライス、にらは 3 ㎝

の長さに、にんじんは千切りに切る。
③Ｂの調味料はあわせておく。
④�フライパンにごま油をしき、①の豚肉と

にんじんを炒め、火が通ったら、玉ねぎ、
もやしを加えて炒める。

⑤�③で合わせた B の調味料を加えて味をか
らませ、にらを加える。

⑥�食材に火が通ったら、片栗粉を水で溶き、
フライパンに回し入れる。仕上げに白ご
まを入れてできあがり。

※�おろし生姜や、おろしにんにくは、チュー
ブのものを使うと便利です。

森
もり

　円
ま ど か

花さん（大庭台）3 歳

3 歳おめでとう！いつもた
くさんの幸せをありがと♡
大好きだよ♡

佐
さ と う

藤 大
た い が

河さん（大庭）1歳

1 歳おめでとう！いつも
可愛い笑顔ありがとう！
大好きだよ～

　肉と一緒に野菜もたっぷり食べら
れ、濃い目の味付けでご飯がすすみ
ます。豚肉のビタミン B1 は、ご飯
をエネルギーに変えてくれます。
　にらのアリシンは、ビタミン B1
を効率よく体に取り入れてくれま
す。疲労回復に役立ち、夏バテ予防
におすすめの一品です。
　フライパンで炒めるだけで、簡単
にできるので、ぜひ作ってみて下さ
い。トウバンジャンの量はお好みで
調整してください。
　また、野菜は、
ピーマンやキャ
ベツなど冷蔵庫
にあるものでも
代用できます。

給

　食 セ ン タ ー 栄 養

 士
  

【1 人分の栄養価】

■レシピ提供：給食センター 担当：臼
う す だ

田　☎ 67-0238

エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 鉄分 食物繊維
160kcal 10.3g 9.1g 20mg 0.7mg 1.4g

高
た か ぎ

木 萌
め い

衣さん（共和台）1歳

１歳おめでとう☆
これからも元気いっぱい
大きく育ってね♪

｛

｛B

A
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